
令和元年度

事務事業の点検及び評価報告書
【評価内容】評価 :事業数 :(  )=平成 30年度評価事業数 :前年比増減

1事業    (1)

32事 業   (29)  3

22事 業   (25) △ 3

1事業    (0)  1 ※中止事業 :1件除く

0事業    (1) △ 1

56事 業 (56)  0

※ 事業数 (平成 30年度事業数 :56事業→令和元年度事業数 :56事業)
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令和 2年 9月  恩納村教育委員会
はじめに

教育委員会は毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検、評価を行い、その結果を報告書として作成し、議会に提出するとともに、公

表することになっております。

(地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条 (教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等):平成 27年 4月 1日 改正)

そのため、思納村教育委員会では、効果的かつ効率的な教育行政の推進に資するとともに、村民への説明責任を果たしていくために、同法第 26条の規定に基
づき、教育委員会の事務の点検及び評価を行い、その評価に際しては、教育に関する学識経験者で構成される外部評価委員会を設置しその知見の活用を図りまし

た。

この報告書は、毎年、作成 し公表 しておりますが、教育委員会では、報告書の内容充実に努め、村民にわかりやすい報告書にするために、必要な検討を加えて

いくことにしています。

また、点検評価の実施を通じて、教育施策の効果的な検証と改善を図りながら、事務事業の点検及び評価に関する結果を報告書としてまとめ、議会に提出した

後に、村民に公表(HP等 )す るとともに、翌年度の施策、事業の改善に役立てるものとし、本村教育行政の着実な推進につなげていきたいと考えております。

(参考)

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」抜粋 平成 27年 4月 1日 改正

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等)

第 26条 教育委員会は、毎年その権限に属する事務 (前条第 1項の規定により教育長に委任された事

務その他教育長の権限に属する事務 (同条第 4項の規定により事務局職員等に委任された事務を含

む①)を含む。)の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、これを議会に提出するともに、公表しなければならない。

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行 うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の知見の

活用を図るものとする。 (平成 20年 4月 1日 施行)

2 教育委員会の活動状況について

教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、首長から独立した行政委員会として各都道府県、市町村に設置されています。委員は教育長

を含め 5名 で組織され、その合議の下に、学校その他教育機関の設置及びその管理や廃上に関することや教育財産の管理、学校の教育課程、学習指導、生徒指導

等に関することなど教育行政の執行管理を行つています。

通常の業務については、教育長を通して、業務の執行管理を行いますが、教育行政の基本的な方針や委員会規則や規程の制定、学校や教育機関の設置や廃止、

教育機関の職員の任免、事務事業の評価などは教育長に委任することはできず、委員会自らが執行管理をすることになっています。
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(1)教育委員の任命状況

教育委員は、地方公共団体の長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する者の中から、地方公共団体の長が、議会の

同意を得て、任命 します。委員のうち、過半数が同一政党に所属することはできません。更に、地方公共団体の長は、委員の任命に当たつて、年齢・性別・職

業等に偏 りが生じないよう配慮するとともに、保護者である者が含まれるようにしなければならないとされており、村教育委員会の任命状況は、探護者 1名 及

び社会教育活動者 3名 となつており、性別及び年齢等に偏 りが生じないよう構成に配慮しております。

令和元年度の教育委員の任期期間は次のとおりです。(勤続年月数 :令和 2年 3月 31日 現在)

(2)教育委員会の会議

教育委員会は、思納村教育委員会会議規則に基づいて毎月 21日 を定例教育委員会の開催 日として会議を開催するほか、緊急を有する事案が出た場合は適宜、

臨時会を開催 し、必要事項を審議し、決定しています。令和元年度の教育委員会の会議開催は次のとおりです。

備 考

教育長職務代理者(平成 30年 10月 1日 付)就任

教育委員としての経歴

勤続年月数

1期 3年

1期 1年 1カ 月

6期 18年 7カ 月

2期 5年

1期 2年 9カ 月

当初就任

平成 29年

平成 31年

平成 13年

平成 27年

平成 29年

任 期

平成 29年 4月 1日 ～令和 2年 3月 31日

平成 31年 3月 1日 ～令和 4年 9月 30日

平成 29年 8月 1日 ～令和 6年 3月 31日

平成 27年 4月 1日 ～令和 5年 3月 31日

平成 29年 7月 1日 ～令和 3年 3月 31日

氏    名

首 山 欽 也

伊 佐 早 苗

大   城   肇

吉  山  佳  子

津 波 古 員 一

役職

教育長

委 員

委 員

委 員

委 員

1.前回会議概要の承認について

2.教育長の業務報告について

3,議案第 1号 恩納村立学校評議員の委嘱について

4.議本安第 2号 恩納村立幼稚園管理規則の一部を改正する規則について

5.議案第 3号 恩納村立中学校統合推進協議会の委員の委嘱について

6.議案第 4号 恩納村学校支援地域本部設置要綱の一部を改正する要綱について

7.議案第 5号 恩納村文化情報センター設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則について

7.その他の協議・連絡事項

・平成 30年度博物館及び文化情報センターの利用状況について

。平成 31年度恩納村立学校計画訪間の日程変更について

5人3階委員会室4月 19日 (金)

10:00-

こいのば り掲揚式

10:30-11:50

定例教育委員会

4月 定例会

会養●■14 場  ,; ■〒季三 とそ′tュ 十峯
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7月 臨時会

6月 定例会

5月 定例会

会議の名称

7月 16日 (火 )

10:00-12:00

6月 20日 (木 )

10:00-17:00

5月 21日 (火)

9:30～事前勉強会

10:00-11:50

定例教育委員会

日  時

3階委員会室

3階委員会室

3階委員会室

場  所

5人

5人

5人

出席委員

1

2

議案第 10号 令和元年度恩納村教育委員会事務事業点検評価外部評価委員会の委員の委嘱について

。仲本政夫 (令和元年度 7月 16日 ～平成 30年度事務事業点検及び評価の答申完了までとする)

・村吉エミ子 (〃 )

・仲西智直 (〃 )

その他協議・連絡事項

・幼児教育・保育の無償化の実施に伴 う食材費の取扱いについて

1,前国会議概要の承認について

2.教育長の業務報告について

3.議案第 9号 令和元年度恩納村教育委員会事務事業点検及び評価報告書について

4。 その他の協議・連絡事項

・博物館 。文化情報センターの利用状況について (Rl:5月 分)

。令和元年度地域教育懇談会の日程及び出席割当について

1.前回会議概要の承認について

2.教育長の業務報告について

3.議案第 6号 恩納村立学校評議員の追加委嘱について

4,議案第 7号 恩納村通級指導教室の設置等に関する要綱の制定について

5.議案第 8号 令和元年度恩納村一般会計補正予算(第 1号)(案)に対する意見を村長に申し出るにつき議決を求め

ることについて

6。 その他の協議

・恩納村総合教育会議について(協議内容の事前説明)

① 恩納村第 3子以降学校給食費免除事業(平成 29年度実施)について

② 恩納村奨学金給付型事業(令和元年度実施)

③ 恩納村在住高校生通学費助成事業継 続審謝

④ 恩納村立学校給食費完全無償化事業(継続審議)

⑤ 恩納村立幼稚園保育料無償化事業印▲続審議)

⑥ 恩納村立中学校給食費無償化事業継 統審議)

⑦ 恩納村奨学基金の状況(不貢立額、寄付者等)

7 連絡事項

・博物館及び文化情報センターの利用状況について(H31:4月 分)

・令和元年度学校訪問の視点について

案件等
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案件等

1.前回会議概要の承認について

2.教育長の業務報告について

3.議木安第 11号 恩納村教育支援委員会委員の委嘱について

4.議案第 12号 統合型校務支援システムの開発及び導入の統一に関する要望書について

5.議本安第 13号 恩納村立中学校における部活動の在 り方に関する方針について

6 議案第 14号 令和 2年度以降使用する小学校教科用図書の採択について

7.議案第 15号 令和 2年度使用する中学校教科用図書の採択について

8.その他の協議・連絡事項

。地域懇談会及び小学校適正規模の意見交換会(恩納村立喜瀬武原小中学校)

日時 :令和元年 7月 5日 (金)17:30～ 19:30 場所 :喜頑武原小中学校鮫 舎 1階ロビー)

参加者 :保護者 13名 、地域 :8名 、教員 :14名 、教育委員会 :5名

・博物館・文化情報センターの利用状況について (Rl:6月 分)

1.前回会議概要、前々回会議概要の承認について

2 教育長の業務報告について

3.議案第 16号 令和元年度恩納村一般会計補正予算 (第 2号)(案 )に対する意見を村長に申し出るにつき議決

を求めることについて

4,その他協議・連絡事項

・学校給食に係る消費税の適用税率について (県教育庁 )

・恩納村立喜瀬武原小学校適正規模保護者アンケー ト(案 )1こついて

・令和元年度各小中学校運動会割当について

。博物館 。文化情報センターの利用状況について (Rl:7月 分)

・幼児教育無償化の概要説明について

出席委員

5人

5人

場  所

3階委員会室

3階委員会室

日  時

7月 29日 (月 )

10:00-12:00

8月 20日 (火 )

10:00-12:00

会議の名称

7月 定例会

8月 定例会
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10月 定例会

9月 定例会

会議の名称

10月 21日 (月 )

9:00-10:15

9月 +27日 (金)

10:00-12:00

日  時

3階委員会室

3階委員会室

場  所

5人

5人

出席委員

1.前国会議概要の承認について

2.教育長の業務報告について

3.議案第 21号 令和元年度公立学校管理職の途中人事異動内示篠 )の承認について

4。 その他の協議・連絡事項

・喜頑武原小学校運営アンケー ト結果報告及び意見交換会について(令和元年 12月 13日 (金)17:30～ 喜瀬武原校)

。村立うんな中学校進捗状況の報告について

・令和元年度恩納村総合教育会議提案(木安)内容説明について(第 2期(Rl～ R3)恩納村教育大綱(木安)等)

・令和元年度恩納村教育委員会生徒指導について(Rl.9月 末)

。博物館・文化情報センターの利用状況について (Rl:9月 分)

1.前回会議概要の承認について

2 教育長の業務報告について

3.議案第 17号 恩納村立学校職員服務規程の一部を改正する規則について

4.議案第 18号 恩納村立学校職員出退勤管理規程の制定について

5.議案第 19号 令和元年度公立学校管理職の途中人事異動内示 (案)の承認について

6 議案第 20号 令和元年度恩納村条件付採用職員の条件付採用期間の延長について

5.その他の協議・連絡事項

・成人式について

。全国学カテス トについて

。学校給食センター異物混入について

・博物館 。文化情報センターの利用状況について (Rl:8月 分)

案件等
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案件等

1.前回会議概要の承認について

2.教育長の業務報告について

3.議案第 22号 恩納村スクールバスの運行及び管理に関する規則條 )の承認について

4.議案第 23号 思納村立中学校統合推進協議会委員の委嘱の承認について

4.その他の協議・連絡事項

・秋の叙勲(島袋正重氏)の報告について

・喜瀬武原小学校意見交換会(令和元年 12月 13日 (金)17:00～ )について(実施前説明)

。博物館 。文化情報センターの利用状況について (Rl:10月 分)

1.前回会議概要の承認の作

2.教育長の業務報告

3.議案第 24号 恩納村教育大綱の一部改正について

4.報告第 1号  職員の出向について

5,議案第 25号 恩納村立 うんな中学校制服支給要綱の制定について

6。 その他の協議・連絡事項

・教職員の人事異動発令について (内 申)

。喜頑武原小学校特別支援学級の設置について

。喜瀬武原小学校の保護者アンケー ト結果について

・令和元年度教育の日に係る表彰について

・教職員の働き方改革について

・小中一貫校や小中併置について

。うんな中学校開校までのスケジュール (書体等)イこついて

,秋の叙勲について

・博物館・文化情報センターの入館者数 (Rl:11月 分)について

出席委員

5人

5人

場  所

3階委員会室

3階委員会室

日  時

11月 21日 (木)

10:00-12:00

12月 20日 (金)

10:00-12:00

会議の名称

11月 定例会

12月 定例会
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2月 定例会

1月 定例会

会議の名称

2月 18日 (火 )

9:00-12:15

1月 21日 (火 )

10:00-12:00

日  時

3階委員会室

3階委員会室

場  所

5人

5人

出席委員

1.前回会議概要の承認

2.教育長の業務報告

3.議案第 29号 恩納村教育委員会事務局組織規則等の一部を改正する規則について

4.議案第 30号 恩納村立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則について

5,議案第 31号 恩納村立中学校統合推進室設置規則等を廃止する規則について

6.議案第 32号 恩納村 「アジア圏内 (文化・交流)体験プログラム」派遣事業実施要項の改正について

7.議案第 33号 社会教育委員の委嘱について

8,議案第 34号 恩納村社会教育指導員の委嘱について

9,議案第 35号 恩納村学校支援地域本部地域コーディネーターの委嘱について

10.議案第 36号 恩納村博物館展示検討委員会規定の制定について

11,議案第 37号 恩納村スクールカウンセラー設置要綱の制定について

12.議案第 38号 恩納村学校運営協議会規則の制定について

13.議案第 39号 令和 2年度恩納村一般会計予算 (案)に対する意見を村長に申し出るにつき議決を求めること

について

14.議案第 40号  令和元年度恩納村一般会計第 6号補正予算に対する意見を村長に申し出るにつき議決を求め

ることについて

15,議案第41号 令和 2年度公立学校管理職の定期人事異動内示 (案 )の承認について

16.議案第 42号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴 う教育委員会関係規程の整備

に関する規程について

1.前回会議の概要の承認の件

2.教育長の業務報告

3.議案第 26号 令和 2年度恩納村立喜瀬武原幼稚園の休園の承認について

4.議案第 27号 中頭地方視聴覚協議会廃止規約について

5,議案第 28号 令和元年度教育委員会職員に係る人事異動の内示篠 )1こついて

6。 その他の協議・連絡事項

。これからの教育について (動画 :稲福主任指導主事 )

・コミュニティースクール(予算関係)について

。村立 うんな中学校開校式(4月 11日 )について

,生徒指導等不登校・問題行動について(報告)

・恩納村教育の日(1月 28日 )に ついて           .
・博物館 。文化情報センターの入館者数 (Rl:12月 分)について

案件等
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案件等

17.議案第 43号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴 う教育委員会関係規則の整備

に関する規則について

18。 議案第 44号  地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴 う教育委員会関係要綱の整備

に関する要綱について

19。 その他協議事項

・生徒指導等不登校・問題行動について(報告)

・ 山田グスクの調査について

。文化情報センター入館者 40万人達成について

。各村立中学校閉校式の日程について

・村立 うんな中学校開校式及び祝賀会について

・新型コロナウイルス感染症対策について

1.議案第 45号
2,議案第46号

令和 2年度教育委員会職員に係る人事異動の内示(案)の 承認について

令和 2年度公立学校教諭等の定期人事異動の内示(案)の承認について

1.前回概要の承認の件

2.教育長の業務報告

3 議案第 47号 令和 2年度恩納村立各学校における学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について

4.議案第 48号 令和 2年度恩納村スクールカウンセラーの委嘱について

5,議案第 49号  恩納村教育相談員の委嘱について

6 議案第 50号 令和 2年度恩納村 「言葉の教室巡回指導員」の委嘱について

7.議案第 51号 恩納村遠距離通学費助成金交付要綱の制定について

8.議案第 52号 恩納村立学校安全対策監視カメラの設置及び運用に関する要綱の一部を改正する要綱について

9,議案第 53号 恩納村学校支援地域本部運営委員会委員の委嘱について

10,議案第 54号 恩納村スポーン推進委員の委嘱について

11.議案第 55号 恩納村立学校施設等の使用料に関する条例施行規則の一部を改正する規則について

12.議案第 56号 令和 2年度教育委員会職員に係る人事異動内示 (案)の承認について

13.議案第 57号 恩納村文化財保護審議会委員の委嘱について

14.議案第 58号 恩納村博物館協議会委員の委嘱について

15.議案第 59号 恩納村博物館展示検討委員の委嘱について

16.議案第 60号 恩納村第 3子以降学校給食費免除実施要綱の一部を改正する要綱について

17.議案第 61号 恩納村立学校給食センター運営要綱の一部を改正する要綱について

出席委員

5人

5人

場  所

3階委員会室

3階委員会室

日  時

3月 3日 (火 )

10:00-12:00

3月 19日 (木)

10:00-12:00

会議の名称

3月 臨時会

3月 定例会

8



【参考】

令和元年度

第 2回

恩納村総合教

育会議

【参考】

令和元年度

第 1回

恩納村総合教

育会議

会議の名称

10月 21日 (月 )

10:00-12:00

6月 3日 (月 )

10:00-12:00

日  時

3階会議室

3階会議室

場  所

村長

教育長

教育委員

4名

計 6名

(事務局)

教育委員会

10名

総務課

4名

村長

教育長

教育委員

4名

計 6名

(事務局)

教育委員会

6名

総務課

2名

出席委員

1.恩納村学校給食費無償化について (実施年度)※ 資料 1

2.恩納村教育大綱 (第 2期 :令不日元年度～令和 3年度)※ 資料 4

3 その他情報及び意見交換

。学校給食センター異物混入について (報告)※ 資料 2

・恩納村立小中学校におけるいじめ等の状況について (報告)※ 資料 3

・中学校統合の進捗状況について lttR告 )

・喜頑武原小学校運営保護者アンケー ト(木安)について

。その他報告事項

1.恩納村学校給食費無償化について (継続審議)※ 資料 1

2.恩納村立幼稚園・小学校適正規模について (新規)※ 資料 2

3.そ の他情報及び意見交換

①中学校統合の進1/夕状況について

・校名 「恩納村立うんな中学校」に決定

・校歌 「作詞 :宮沢和史、作曲 :佐渡山安信」へ依頼

・校章 「全国公募」

・制服 「ブレザー」 (パ ンツ、スカー トスタイル :自 由選択)

。PTA都 会 「スクールバス関係」

・教育課程及び事務部会 「うんな中学校で決定」

。その他報告事項

18.議案第 62号 恩納村給食センター運営委員会規程の一部を改正する規程について

19.議案第 63号 恩納村部活動指導員設置要綱の制定について

その他の協議・連絡事項

・生徒指導等不登校・問題行動について (報告)

・高校入試の結果について

。入学式日程について

・恩納村教育委員会行事予定表について

。学校職員名簿について

案件等
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なお、教育委員会で令和元年度中に審議された案件(議案)を、分類すると次のようになります。 (議事概要の承認、業務報告等定型的なものは除く。)

合 計

63件
その他(予算等)

11件
人事 。選任・委嘱関係

26件
規則・規程・要綱等

26件
条例関係

0件

(3)主催行事や学校行事への参加状況

教育委員会には教育委員会の行事や学校の行事など多種多様な行事があります。教育委員は、本村の教育行政の最高意思決定機関として、それらの行事に

参加 し、学力向上やいじめ問題等の状況把握に努め、その結果を教育行政に反映させ、重要事案においては、教育総合会議での報告を行つております。

令和元年度における村及び教育委員会主催行事や学校行事等各種行事への教育委員の参加状況は、次のとおりです。

備  考

首山教育長

全教育委員

伊佐委員(告辞)

首山教育長(告辞)

津波古委員(告辞)

大城委員(告辞)

吉山委員(告辞)

伊佐委員(告辞)

津波古委員(告辞)

大城委員(告辞)

吉山委員(告辞)

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

営山教育長・全委員

営山教育長・全委員

吉山委員

行事等の名称

平成 31年度村職員辞令交付式(教育委員会・村辞令交付)

平成 31年度学校教職員辞令交付式

小中学校入学式

入園式

村学力向上推進委員会総会

学校計画訪問

令和元年度第 1回思納村総合教育会議

学校計画訪問

学校計画訪問

学校計画訪問

学校計画訪問

恩納村少年の主張・意見発表会

第 9回未来塾開講式

運動会

し壕チ      えテ子

役場 1・ 2階会議室・1階会議室

ゆうなホール

安富祖小中学校体育館

喜瀬武原小中学校体育館

恩納小中学校体育館

仲泊小中学校体育館

山田小中学校体育館

安富祖幼稚園

恩納幼稚園

仲泊幼稚園

山田幼稚園

役場 2階会議室

安富祖幼小中学校

役場 3階常任委員会室

恩納幼小中学校

仲泊幼小中学校

喜瀬武原小中学校

山田幼小中学校

ゆうなホール

役場 2階会議室

山田幼小中学校

期    日

平成 31年 4月 1日

4月 2日

4月 9日

4月 10日

令不日元年 5月 14日

5月 22日

6月 3日

6月 4日

6月 21日

6月 24日

7月 1日

8月 5日

9月 10日

9月 15日
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3月 16日

3月 7日

2月 27日

2月 8日

2月 5日

1月 30日

1月 28日

1月 17日

令 和 2年 1月 4日

12月 5日

12月 1日

11月 30日

11月 24日

11月 3日

10月 21日

10月 16日

10月 6日

9月 29日

9月 17日

期    日

安富祖幼稚園

恩納幼稚園

仲泊幼稚園

山田幼稚園

安富祖小中学校体育館

喜瀬武原小中学校体育館

恩納小中学校体育館

仲泊小中学校体育館

山田小中学校体育館

役場 2階会議室

ふれあい体験学習センター

安富祖幼小中学校

県庁 4階講堂

ゆうなホール

北中城村あやか りの社

ゆうなホール

恩納幼小中学校

喜瀬武原幼小中学校

恩納幼小中学校

山田幼小中学校

安富祖幼小中学校

仲泊幼小中学校

ゆうなホール

役場 3階全員協議会室

安富祖小中学校

喜瀬武原幼小中学校

安富祖幼小中学校

恩納幼小中学校

仲泊幼小中学校

OIST
場  所

幼稚園修了式

中学校卒業式(喜瀬武原小中学校合同)

未来塾閉講式

第 22回村産業まつ リオープニングセ レモニー

公開授業(プ ログラミング学習)5年生 「算数」

市町村教育委員会委員・教育長研修会

村学力向上実践報告会 「学びを確かめ 。つなぐ集い」

中頭地区市町村教育委員会協議会・研修会

村成人式

名護人権擁護委員協議会人権教室(読み聞かせ)

小学校学習発表会 ,実践報告会

〃

小学校学習発表会・実践報告会

山田小中学校 130周年・70周年記念式典

小学校学習発表会 。実践報告会

第 27回村文化祭 「芸能部門」(文化協会)

令和元年度第 2回思納村総合教育会議

童話お話大会

運動会

運動会

第 30回英語ス トー リー・スピーチコンテス ト

行事等の名称

伊佐委員(告辞)

津波古委員(告辞)

大城委員(告辞)

吉山委員(告辞)

伊佐委員(告辞)

営山教育長(告辞)

津波古委員(告辞)

大城委員(告辞)

吉山委員(告辞)

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

営山教育長・全委員

営山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

首山教育長

津波古委員

営山教育長・吉山委員

〃

伊佐委員

大城委員

首山教育長

首山教育長・全委員

営山教育長・全委員

首山教育長

伊佐委員

津波古委員

大城委員

首山教育長・全委員

備  考
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備  考

伊佐委員(告辞)

津波古委員(告辞)

大城委員(告辞)

吉山委員(告辞)

首山教育長・伊佐委員

行事等の名称

小学校卒業式

安富祖中学校閉校式

場  所

安富祖小中学校体育館

恩納小中学校体育館

仲泊小中学校体育館

山田小中学校体育館

安富祖幼小中学校

期    日

3月 17日

3月 21日

(4)研修会や懇談会

教育行政の推進には教育委員の資質向上は必要不可欠です。そのため、各種の研修会に積極的に参加し、他市町村の状況を把握すると共に教育委員として

の知識の向上に努めています。また、地域の声を村教育行政に反映させるため、村内の各団体との意見交換会や懇談会を開催しています。

令和元年度の研修会や懇談会等への出席状況は、次のとおりです。

備  考

吉山委員

首山教育長

首山教育長・全委員

首山教育長・全委員

大城委員

教育長

伊佐委員

大城委員

津波古委員

吉山委員

教育長、全委員

吉山委員

伊佐委員

津波古委員

研修会等の名称

令和元年度中頭地区市町村教育委員会協議会第 1回幹事会

全国町村教育長会

中頭地区教育委員会総会及び研修会

第 64回沖縄県市町村教育委員会連合会

総会並びに研修会

地域懇談会 (教育委員会)

地域懇談会及び学校適正規模意見交換会

中頭地区新任教育委員研修会

地域懇談会 (教育委員会)

地域懇談会 (教育委員会)

地域懇談会 (教育委員会)

教育委員会管理者研修会

地域懇談会 (教育委員会)

地域懇談会 (教育委員会 )

地域懇談会 (教育委員会)

場  所

北中城村立中央公民館

東京都

北中城村立中央公民館

名護市民会館

仲泊幼小中学校

(仲泊 。前兼久 。冨着)

喜瀬武原小中学校

中頭地区教育事務所

瀬良垣公民館

谷茶公民館

太田公民館

恩納村役場 2階会議室

山田幼小中学校

(山 田・真栄田・塩屋・宇加地)

安富祖幼小中学校

(名 嘉真・安富祖 )

恩納区ふれあい館

日  時

4月 12日

令和元年 5月 9日 ～

10日

5月 17日

5月 30日 ～ 31日

7月 4日

7月 5日

7月 19日

7月 23日

〃

7月 24日

〃

7月 25日

〃

〃
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2月 21日

2月 8日

10月 25日

10月 23日

8月 1日 ～2日

7月 25日

日  時

北中城村立中央公民館

沖縄市民会館

北中城村立中央公民館

那覇市パ レン ト久茂地

大分県

南思納公民館

場  所

令和元年度中頭地区市町村教育委員会協議会第 3回幹事会

第 42回中頭地区学力向上実践推進大会

令和元年度中頭地区市町村教育委員会協議会第 2回幹事会

県市町村教育委員会研修会

九州地区市町村教育委員会研修会

地域懇談会 (教育委員会)

研修会等の名称

吉山委員

首山教育長・全委員

吉山委員

首山教育長・全委員

津波古委員・伊佐委員

教育長

備  考

3 事務の点検評価について

令和元年度の事務の点検及び評価の項目は、前年に引き続き、効果的かつ効率的な事業の実施を行 うため、前年度の課題克服に向けた取り組みとその結果を明

確にし、その結果を踏まえて、事業効果を判断し、継続すべきか、規模拡大又は規模縮小、または廃止まで踏み込んで評価を行いました。

事業評価シー トの項目は、前年と同じ「事業項目」、「実施目標」、「前年度の課題」、「課題克服に向けた取組み」、「事業の成果」、「今後の課題」、「評価」、「総合

判断」の 8項 目とし、毎年度事業項目の分類数を検討し、最小限の事業項目数に改めて事業評価シー トを作成しております。

総合判断では、事業の成果と費用対効果を勘案し、

① 現状の内容で継続

② 事業規模を拡大又は縮小して継続

③ 事業の廃止

の 3項 目で判断しました。

事務事業の点検・評価は、前年度に実施した事業について、すでに現年度の事業が進んでいる時歩点で行われることから、課題に対する取組みは既に評価の時点

で事業が終了していた場合など当該年度では取り組めないこともあり、実質的な課題解決に対する取り組みは 1年遅れになることがありますが、この事業′点検評

価を翌年度の施策、事業の改善に役立てるものとします。

評価の方法については、次のとおり5段階で評価しました。

【5段階評価の内容】

S:目 標以上に事業効果をあげることができた。

A:目標が達成できた。

B:目標が概ね達成できた。

C:目 標が一部しか達成できなかつた。

D:目 標が達成できなかった。

以上によって評価された令和元年度事務事業の結果は次のとおりです。
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事務事業評価シー ト

(1) 学校教育関係所管事業

総合判断

① 現状の内

容で継続

評価

B

今後の課題

(令和 2年度の課題)

数年、課題に掲げ

ていた村教育委員

会独 自の研修会開

催を実施 し、一般的

な学識、経験等を広

め、教育環境や住民

ニーズを施策 に適

七刀に反映させる。

事業の成果

(令和元年度の成果)

定例教育委員会の

事前勉強会(30分)で

教育委員会の現状や

課題等を共有でき、

教育委員の調査研究

に役立った。

沖縄県市町村教育

委員会連合会研修会

の分科会のテーマに

ついて各教育委員で

共有が図れた。

【分科会】

(第 1分科会)

「認定こども園の運

営上の課題 につい

て」(教育長)

(第 2分科会)

「保・幼・小 。中の

連携による中学校の

学力向上について」

(津波古・大城委員)

(第 3分科会)

「家庭・地域におけ

るキャリア教育の在

り方について」

(吉山・伊佐委員)

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

定例教育委員会 (毎 月 )

の時 F自弓を繰 り上げて教育

委員会単独の勉強会を継

続 して開催 し、情報の共有

化及び教育委員会各種事

業の研究等を実施 した。

前年度の課題であつた

他市町村教育委員会 との

合同研修会及び意見交換

会等の開催が出来なかつ

たが、沖縄県市町村教育委

員会連合会開催の研修会

の分科会テーマにおける

学習会を実施 した。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

村教育委員会での単独

研修及び近隣の町村教育

委員会 との合同研修を予

定 したが実施には至らな

かったので、次年度への課

題 として村教育委員会で

の社会教育事業に特化 し

た単独研修及び他市町村

教育委員会との合同研修

会を実施し、教育委員及び

事務局職員等の見識を高

めていきたい。

事業目標及び事業内容

各種の研修会に積極

的に参加 し、教育委員

各自の教育に関する見

識を高める。

事業項 目

教育委員会研修事

業(石川)

Nα l
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校長会・教頭会

(米田・具志堅)

Nα3

学校評議員設置事

業(米 田・饒波)

Nα2

事業項 目

教育関連法規の改定

や教育委員会による事

業説明、質疑・応答を

通 して共 通 理 解 を図

り、学校経営に資する。

現場の口果題 についての

情報交換 を行い、課題

を明確 に し、教育行政

に反映させる。

地域の住民の意見を

学校経営に取 り入れ、

地域に開かれた学校づ

くりを推進す るため、

各学校 に 5名 以内の学

校評議員を配置する。

事業 目標及び事業内容

久年度の中学校統合に

向けて、教育課程の検討や

新学習指導要領の移行期

に関する取 り組みについ

て情報の共有を図る。

村内小学校 を中心に学

校評議員か らコミュニテ

ィースクールヘ移行 して

ヤヽく。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

各校長や教頭 と課題 と

成果について協議 を行つ

た。

うんな中学校への統合

に向けて小中連携につい

て協議を行つた。

コミュニテ ィースクー

ルヘの移行 に伴 う組織改

編について協議 し、確認を

行つた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

学校課題 について

共通理解を図 り、次

年度の うんな中学校

への統合に向けて、

小中の連携について

確認 を行 うことがで

きた。

各学校か ら提出さ

れた課題を協議 し、

学校教育の改善がで

きた。

学校評議委員会か

ら学校運営委員会ヘ

の移行について確認

し、引き継ぎを行つ

た。

事業の成果

(令和元年度の成果)

学校運営の課題

や成果を共有 し、共

通実践事項の徹底

を図る。

小 中連携 を密 に

行 うことができる

よ うに毎月の定例

校長会や教頭会、各

種担 当者会等で話

し合いの場 を設定

する。

学校運営協議会

の討議 内容の把握

を行い、学校運営等

に生かされ、子 ども

の変容 につながっ

ているのかを確認

する。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

B

B

評価

①現状の内容

で継続

①現状の内容

で継続

総合判断
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総合判断

① 現状の内容

で継続

評価

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

前年度の課題 に

おいて、教育相談事

業 として適 当でな

いため課題 を変更

する。

新たな不登校 を

出 さ な い た め 、

SSW、 学校及び保

護者等 との教育相

談 を早い段階で行

い、不登校児童生徒

の解消を行 う。

事業の成果

(令和元年度の成果)

不登校児童 。生徒

への対応で、教育相

談員を学校への派遣

(学校要請)を 継続的

に行 うことによつて

不登校等の課題を抱

えた児童生徒に迅速

に対応することがで

き、昨年度に続き、

受検対象生徒への学

習支援等を行つた結

果、高校合格へ と繁

ぐことができた。

又、SSWス ーパー

ビジョンヘ参加 し、

見識を高めた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

不登校児童生徒への対

応を SSW等 と連携 を図

り、教育相談室への通室か

ら学校への登校支援の充

実を図つた。又、学校・保

護者等 との情報の共有を

密に図 り、不登校への道切

な対応や不登校生徒への

進学意欲の向上を図つた。

【活動内容】(前年度)

① 情報交換等 :17件 (1動

② 児童生徒支援及び

学校派遣等:119件 (10り

③ 講演会参加等 :1件0)

④ SSWケース会議等

:10件は0

⑥ 教材研究 。その他

:21件99
合計■68件 (159

教育相談員の活動にお

いては、児童生徒の状況に

応 じて学校派遣及び登校

支援へと繋げる活動を実

施した。

(主な業務内容)

OSSWと の家庭訪問、支

援のあり方、親子相談、情

報交換、ケース会議、関係

部局との調整会議等

前年度の課題

(令和元年度の課題)

前年度の課題でもあつ

た不登校児童・生徒の封応

において教育相談室及び

支援施設等への通学を登

校及び欠席扱い とす るか

の判断基準を策定できず、

「恩納村教育委員会教育

相談室及び民間施設での

相談・指導等を受けている

不登校児童生徒への対応

について(案)」 を再度、教

育委員会で協議を行い、文

部科学省等の動向も確認

しなが ら判断基準を定め

ていく。

上記の課題においては、

教育相談事業の課題 とし

ては適 当でないため変更

とし、同事業においては主

な業務に対す る 目的課題

等を設定する。

事業 目標及び事業内容

配慮を要す る幼児・

児童・生徒 とその保護

者の相談に応 じ、必要

な助言をする。

学校か らの派遣要請

を受 け、不登校児童・

生徒の状況に沿つた支

援を実施する。

事業項 目

教育相談事業

(石川)

Nα4
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奨学資金貸与事業

(名城)

Nα6

教育委員会学校計

画訪問(米 田)

No.5

事業項 目

経 済 的 な理 由 に よ

り、学資の援助 を必要

とする者に対 して学資

の一部を貸与 し有用な

人材を養成する。

村の教育施策 との整

合性及び校務全般の管

理・運営状況を確認 し、

学校経営に資する。

事業 目標及び事業内容

給付型奨学金の開始に

あた り、申込状況等を分析

し、制度設計の見直 しが必

要か検討する。

貸与型奨学金の償還滞

納整理を進める。

次年度の中学校統合 に

向け、学力向上に関する学

校間の取 り組みの差の解

消を図る

前年度の課題

(令和元年度の課題)

給付型奨学金が創設さ

れ、従来の貸与型奨学金と

並行して実施した。

学校経営・教科経営・学

級経営に関す る指導助言

等を行い、学校課題の解決

を図つた。

学力向上推進に関す る

学校課題 に対 して全校体

制で課題解決が行 えるよ

うに指導助言を行つた。

(主な児童生徒対応 )

〇小学生 :1名 (不登校 )

※学校派遣での支援

○中学生 :1名 (不登校 )

※教育相談室での支援

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

給付 型 奨 学金 の

申し込み 11件 (う ち

県内 6件、県外 5件 )

が あ り 、 lo件
1,500,000円 (県内 5

イ牛500,000円 、県タト

5イ牛 1,ooo,000円 )

の給付を決定 した。

貸 与型 奨 学金 申

込者全員に対 し貸与

を行つた。 (県内 15

名・県外 16名 )貸与

額は 11,220千円で

前年度比▲2,340千

円。償還額は 11,883

教育委員会による

計画的な学校訪問の

実施により、学校課

題に対 し適切な指導

助言等が行われ改善

が図 られた。また、

確かな学力の向上に

もつながった。

事業の成果

(令和元年度の成果)

給付型奨学金 の

申 し込みが見込み

の半数であつた こ

とから、周知を拡充

してい く必要があ

る。

貸与型奨学金 の

償還滞納整理 を進

める。

マネ ジメン トサ

イ クル に沿つた実

践 の意識化 を毎月

の定例校長会や教

頭会で話 し合 いの

場を設定する。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

B

評価

①現状の内容

で継続

①現状の内容

で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内容

で継続

①現状の内容

で継統

評価

A

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

恩納村地域型就業

意識 向上支援業務

との連携による、学

校生活 と社会生活

や職業生活 を関連

付 けることを意識

したキャ リア教育

の推進

研修会、教材研究

等 の十分な時間の

確保が必要である

ため、次年度も、幼

稚園教諭研修会 を

10回 以上実施す

る。

事業の成果

(令和元年度の成果)

千 円で前年 度 比

▲882千円。

寄付金 1,ooo千円。

O単年度収支過不

足額 663千円

村内の多くの事業

所 に協 力 して も ら

い、職場体験学習に

取 り組むことができ

た。また、学校主体

の意識が高まったこ

とで、キャリア教育

の視点での取 り組み

が行えた。

毎月の研修会の内

容を充実 させること

で各園の保育につい

て連携を図る事がで

きた。

関係機関の主催す

る研修会へ参加する

ことで教員の資質の

向上が図られた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

職場体験学習担当者会

議において、学校主体の取

り組みを検討 し次年度ヘ

の計画が整つた。

毎月の研修会を計画的

に実施 し、新教育要領の完

全実施の確認を行い、各園

の連携に努めた。

幼稚園教諭 のスキルア

ップのため村外で開催 さ

れ る研修会への参加 を積

極的に奨励 した。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

主体を各中学校へ移行

した結果、中学校 と各事業

所 との連携 を密に行 うこ

とができてきた。今後は、

統合中学校 として単独の

取 り組みになるが、恩納村

地域型就業意識 向上支援

業務 との連携で、キャリア

教育の充実に努めていき

たい。

幼稚園教諭 のスキルア

ップを図るため、毎月の定

例会において、保育技術に

関する研修を行 う。

事業 目標及び事業内容

児童生徒を対象に正

しい職業観・勤労観を

身につけさせることを

ねらいとする。

村内 4幼稚園教諭の

資質の向上を図る。

幼稚園運営に関する意

見交換 を行い、改善に

関す る方 策 を策 定す

る。

事業項 目

キャリア教育事業

・職場体験学習

・職場見学

(具志堅)

Nα 7

幼稚園教諭研修会

(米 田)

N08
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幼稚園教育の推進

(米 田)

陥_10

幼稚園管理備品・

保育振興備品整備

事業(名城)

No,9

事業項 目

幼稚園の自然環境 。

人的環境を生かした特

色ある幼児教育活動を

実施する。

幼稚園教育に関する

備品及び保育環境の充

実を図る。

事業 国標及び事業内容

各園の年間計画に沿つ

た校内研修の実施に努め、

特色ある幼児教育活動を

充実させる。

入園者数の推移か ら必

要な数 を確認 しなが ら効

率的に備品整備を進める。

【参考】

○園児数 に関す る備品

(机 。いす等)の整備に努め

る。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

新幼稚園教育要領実施

について、学校訪問や研修

会を通 して指導助言を行

つた。

幼稚園教諭の研修会 を

充実 させ各園の実態に応

じた取 り組みを計画的に

実施 した。

幼稚園会において備晶

等の不足が生 じた際に各

園間で必要数 を補填す る

な ど有効に活用す るよ う

提案 した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

新幼稚園教育要領

に沿つた取 り組みが

実践 されつつ有 り、

自然環境 。人的環境

を活か した活動が実

施 され、園児が積極

的に外遊びや生き物

に興味を示すなどの

良好な変容が見 られ

た。

各 幼 稚 園 に備 品

等の不足が生 じなか

つたため各園の要望

どお り備 品整備 でき

た。

予算 407,000円

執行額 392,073円

【参考】

○安富祖幼稚園

・洗濯機

○恩納幼稚園

・ ミニベンチほか

O仲泊幼稚園

・幼児用テーブルほか

○山田幼稚園

・園児イスほか

事業の成果

(令和元年度の成果)

幼稚園運営の視

点に立ったマネジ

メン トサイクルの

実践が課題で有り、

幼稚園の教育環境

を新幼稚園要領の

内容に沿 うよう計

画、改善を行 う。

購入す る時期 を

早 め老朽化 した園

児用イスやテーブ

ル等の備 品の入れ

替えを進める。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

B

A

評価

① 現状の内容

で継続

①現状の内容

で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内容

で継続

①現状の内容

で継続

③事業の廃止

評価

A

A

B

今後の課題

(令和 2年度の課勘

GIGAス クー

ル事業の実施 にむ

けて、ネッ トワーク

整備 と端末整備 を

滞 りなく進める。

中学校 が教科書

改訂 を控 えている

ため、指導者用デジ

タル教科書の整備

を進める。

引き続 き備 品管

理方法を見直す。

引 き 続 き 準 探

護・要保護児童生徒

援助費補助金の額

については近 隣市

町村をはじめ、各市

町村の情報 を参考

に制度の充実。道切

な実施に努める。

スクールカウン

セラーヘの業務移

行のため令和 2年
度より配置なし

事業の成果

(令和元年度の成果)

中学校備品の整理

を早めに着手 したこ

とによリスムーズに

進んだ。

全小学校に英語教

材を整備。教科書改

訂に伴い指導者用デ

ジ タ ル 教 科 書

(9,437,786円 )を
全小学校に整備。

支給額の早期増額

検討により、新年度

予算に反映させ るこ

とができた。

○令和元年度認定者

(前年度)

。準要保護 196名 (195)

・要保護  4名 (5)

心の教室相談員同

士による事例紹介に

より、児童生徒・保

護者への対応の仕方

につ いて確 認 が で

き、対応の充実が図

られている。また、

教職員 と連携 した取

り組みも図られてい

る。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

中学校統合前に新中学

校へ移設する物を選別し、

故障した物や不要な物を

一斉に処分した。

備品管理システムの見

直しを検討した。

次年度 に向け増額傾向

にある要保護児童生徒援

助費補助金の金額 を参考

に、支給額の増額を検討 し

た。

心の教室相談員研修会

で情報交換 を行 うと同時

に不登校の未然防止や児

童生徒の抱える課題 につ

いての SSWや SCと の

情報共有ができた。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

中学校統合に向けた備

品整理や管理体制の整備

を進める。

ここ数年要保護児童生

徒援助費補助金の額が増

加傾向にあることから、支

給額については年度 ごと

に検討 し、県の担当者会議

での各市町村の情報 を参

考に制度の充実、道切な実

施に努める。

研修会等を通 して児童

生徒・保護者の更なる情報

共有の充実を図るととも

に、各関係機関 (SSW、
SC、 福祉健康課、要対協

等)と の連携を密にし、組

織的に支援 していく。

事業 目標及び事業内容

学校の要望に基づ く

教材備品を拡充す るこ

とにより、効果的な学

習 が行 え る よ うにす

る。

一定の条件 を満た し

た家庭の児童生徒に対

し、学資を援助 して経

済的に支援を要す る児

童生徒の教育の充実を

図る。

児童生徒のス トレス

や悩みを和 らげ、健全

な学校生活を営む こと

ができる学校環境を整

備する。

事業項目

教育振興備品整備

事業(暑 城)

鴎 。11

就学支援事業

(仲 間)

No 12

心の教室相談員配

置事業

(具志堅)

N013
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特別支援員配置事

業(塔城)

No15

教育の情報化コー

ディネーター配置

事業

(第城)

N014

事業項 目

障がいのある幼児児

童生徒の 自立や社会参

加に向けた主体的な取

り組みを支援する。

恩納村立幼稚園・小

中学校 における学校 I

CT環境整備に対する

提木安 とその効果的な活

用、情報化による授業

改善や児童生徒への直

接指導、テ レビ電話シ

ステムを活用、 リスク

マネジメン ト、情報機

器 を活 用 した情 報公

開・広報等について専

門的知見か ら教育の情

報化を推進するために

派遣する。

事業 目標及び事業内容

指導主事による研修

を行い、支援員の資質向上

を図る。

ネ ッ トワー ク強革刃化お

よび次期校務支援 システ

ムに各校の教務主任や情

報担 当者等の意見を反映

させ、円滑に導入 を進 め

る。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

支援 を要す る児童生徒

に対 し、幼稚園 4名 、小

学校 11名 、中学校 6名 の

支援員を配置 した。

指導主事による研修を

3回実施 した。

中学校統合 にむけたネ

ッ トワークの強靭化およ

び新校務支援システムを

導入 した。

各校の情報担当者等ヘ

新校務支援 システムにつ

いて研修を実施 した。

GIGAス クール事業

の展開について精査を行

い、着手することを決定 し

た。

プログラ ミング教育の

職員研修を実施 した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

研修により支援員

の資質向上が図 られ

た。

新校務支援システ

ムの導入により教員

の業務改善につなが

つた。

ICT教育機器を有

効活用するための研

修等を学校で行い、

よりわか りやすい授

業 の構 築 が 図 られ

た。

各学校における情

報教育機器の トラブ

ルについて、保守委

託先の業者 と調整を

行い、専門的知識を

生か し最適な対処を

した。

事業の成果

(令和元年度の成果)

財源 となる一括

交付金事業の終了

を見据え、支援員の

道正酉己置 を検討す

る必要がある。

GIGAス クー

ル事業 (一人一台端

末)の展開に向け、

機器選定や活用研

修 の実施 を行 う必

要がある。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

B

評価

②事業を拡大

して継統

①現状の内容

で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内容

で継続

① 現状の内容

で継続

評価

B

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

チー ムテ ィーチ

ングに よる授業実

践での Tl、 T2の役

割分担 の明確化が

必要である。

新設 される部活

動もあるため、柔軟

な予算対応が必要

となる。

事業の成果

(令和元年度の成果)

小学校外国語指導

員や中学校英語教諭

との連携、指導助言

により小学校高学年

の担任教諭のスキル

アップが図られ、児

童にとつてわかる授

業の実践がなされた

た。

【恩納中学校】

○男子バレー部

中体連県大会 (石垣市)

○男子砲 丸

中体連九州大会 (熊本

県)

【安富祖中学校】

○男子バ ドミントン

九州大会 (福 岡県 )

○男子バ ドミン トン

熊本オープン大会 (熊

本県)

各学校への都活動

予算の配分を行い、

部活動消耗品等の充

実が図られた。

執行額 :2,242,310円

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

小学校英語担当者会を

開催 し、新学習指導要領の

取 り組みについて共通確

認を行つた。

また、小学校外国語指導

員の積極的な活用により

英語教育に関す る小学校

教諭のスキルア ップを図

った。

予算確保に努め、部活動

で使用す る用具購入にか

かる費用の支援をはじめ、

県内外の大会へ派遣が決

定 した競技においては、派

遣にかかる費用を支援 し

たことで、各学校での部活

動が充実 した。

文化的・体育的活動の充実

を図るため部活動消耗品

等の部活動予算の確保 に

努めた。特にバ トミン トン

部においてはシャ トルの

消耗が激 しいためその状

況を勘案 し、予算配分を行

った。

恩納村立中学校 における

部活動の在 り方に関す る

方針 を策定 した。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

新 しく高学年を受け持

つ教諭に対し、小学校外国

語指導員よる英語科の指

導技術の向上を図る。

中学校統合にむけ部活

動のあり方や必要な予算

規模等を見極め予算の確

イ呆に努める。

【参考】

○沖縄県教職員働き方改革推

進プランを参考に部活動の在

り方(案)を策定する。

事業 目標及び事業内容

ネイティブを配置す

ることにより、児童生

徒の外国語 「英語」力

の向上を図る。

児童生徒の文化的、

体育的活動 「部活動」

の振興を図る。

中学校の文化的、体

育的活動 「部活動」の

振興を図る。

事業項目

英語指導助手派遣

事業 (ALT)
(米 田・名城)

N016

対外競技派遣及び

中学校部活動支援

事業

(名城)

Nα 17
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小中学校施設整備

事業

(営 山)

Nα20

指定研究事業

(米田)

Nα 19

標準学力検査

知能検査

hyper‐QUテス ト

進路適性検査事業

(具志堅)

Nα 18

事業項 目

適切な学校の施設整

備 を行な うことでより

よい教育環境を確保す

る。

特色ある学校づ くり

及び学力の向上を目指

し、教科・領域指定及

び 皆 泳 指 定研 究 をす

る。

児童生徒の学力の定

着状況を把握 し、指導

法の工夫改善に役立て

る。

事業 目標及び事業内容

老朽化施設の状況等を

把握 し、学校施設の改築計

画を検討する。

山田校の取 り組みにつ

いて実践報告会を開催 し、

成果を村内全学校で共有

する。

hyper‐QUテ ス トの活

用で、学級経営の充実に役

立てると共に、不登校の未

然防止 に重要な参考資料

として有効活用 を してい

く。

全国学調 との整合性 を

図るため、学力検査の実施

方法 (業者の選定も含む)

を検討 し、より個に応 じた

指導方法の確立を図 り、児

童生徒の学力向上に努め

ていく。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

各小 中学校の老朽化 し

た施設等の修繕を行い、よ

りよい教育環境の確保 を

行つた。

村学推要項 と整合 させ

て、村内の学校での共通実

践の徹底を図つた。

hyper‐QUテス ト・標準

学力検査等の活用説明会

を実施した。

【hyper―Quテス ト】

・学級満足度尺度、学校生

活意欲尺度、ツーシャルス

キル尺度で児童・生徒の心

理的側面についての理解

を深め、個に応 じた指導に

活用した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

各小中学校の安心

安全な教育環境を提

供できた。

共通実践項 目の徹

底を図ることで、次

年度の うんな中学校

への統合をスムーズ

に し、今後の小中連

携のための各小学校

の意識 化 が 図 られ

た。

hyper‐QUテ ス ト

の活用説明会を実施

することで、児童生

徒の実態把握及び指

導のための参考資料

を活用 し、学級経営

の充実につなげるこ

とができた。

又、標準学力検査

の分析説明会を行 う

ことで、児童生徒の

学力の実態が各学校

で把握 され、個に応

じた指導につながつ

た。

事業の成果

(令和元年度の成果)

うんな中学校開

校に伴 う、空き教室

の利活用に向けた

施設整備を行 う。

共通実践項 目の

徹底を行い、新たな

学力向上推進 プラ

ンⅡに沿つた取組

の充実を図る。

うんな中学校統

合に向けて、各小学

校 のよ リー層 の共

通実践を図る。

検査結果 を学級

経営 にいかすため

の活用説明会の実

施 と、個に応 じた支

援 を必要 とす る児

童生徒への、チーム

による継続的な関

わ りの充実。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

B

B

評価

① 現状の内容

で継続

①現状の内容

で継続

①現状の内容

で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内容

で継続

事業完了

評価

B

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

各小学校施設に

おける教育環境の

保守点検及び維持

管理に努める。

維持管理の課題

である各小学校体

育館雨漏 りの原因

を確認 し、修繕を実

施する。

完 了

事業の成果

(令和元年度の成果)

各学校の保守点検

消防用設備・貯水槽

等及び 63件 (前年

度 :85件 )の修繕を

実施 した。

【学校教育課】

新設校の うんな中

学校開校に無事工事

完了できたが、新型

コロナ ウイルス感染

症予防対策で 3月 臨

時休校 となつた。

スクールバスの試

験運行で生徒の乗 り

降 り確認ができた。

【中学校統合推進室】

総務部会 5回

PTA部会 3回

教育課程及び事務部会

4回

全体協議会 1回

スクールバスの試

験運行等 を終 え、生

徒の登校時の安全確

認ができた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

予算及び優先順位等を

考慮し、修繕を行い、教育

環境の維持管理に務めた。

【令和元年度】

施設修繕費 :18,359千円

(前年度 :8,589千円)

【学校教育課】

令和元年度における全

工事及び全業務の安全・行

程管理に努めた。

一部工期の変更があつ

たが、年度末に完了でき

た。

【中学校統合推進室】

中学校統合推進協議会及

び各専門部会において決

定すべき事項を完了 し、う

んな中学校の開校準備 を

終えた。

新型 コロナ ウイルス感

染症拡大予防対策に伴い、

入学式、始業式及び開校式

は延期 となつた。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

施設修繕等により施設

の長寿命化を図る。

【学校教育課】

開校に影響のないよう

に、全工事及び全業務の安

全管理・工程管理に努め、

工事完了 (令和 2年 3月 完

了)を 目指す。

【中学校統合推進室】

生徒・教員・地域からでた

意見を協議会で総合的に

判断し各事項を決定 し魅

力ある、中学校を開校する

準備をする。

事業 目標及び事業内容

道切な学校の施設及

び設備の維持管理 を行

な うことでよりよい教

育環境の確保

少子高齢化に伴い、

幼小中学校の児童生徒

の減少化は進み、殆 ど

の中学校で学年 1学級

又は複式学級 となつて

お り、今後 もこの傾向

|ま 続 くことが予測 され

幼小中学校の適正規模

推進計画を策定 し、中

学校統合に向けた事業

を実施する。

事業項 目

学校施設維持管理

事業(首山)

No.21

思納村立中学校適

正規模推進事業

(恩 納村教 育振興

審議会答申)

(石川・首山)

Nα22
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(2) 社会教育関係所管事業

国際交流 派遣事

業(瀬良垣)

Nα2

青少年団体等活

動助成事業

(4団体)

(瀬良垣)

Nα l

事業項 目

創造性、積極性、国

際性 に富み、グローバ

ルな視点で物事 を考察

できる人材の育成を目

指す。

(ア メリカホームスティ)

中高校生対象 :5名 、但

し、応募が少ない場合

には大学生の応募 も対

象可)

(ア ジア圏内[台 湾]交

流事業 :総勢 15名①村

立小中学校児童生徒 10

名②引率者 5名 )

青少年団体等が実施

す る活動を支援 し、体

験活動等をとお して、

健全な青少年の育成を

図る。

事業 目標及び事業内容

アメリカホムステ

イについて、前年度

に比べ応募者が少な

かつた。(応募資格の

変更に伴 う :4級か

ら3級に引上げ)

アジア交流事業に

おいても、小学生に

比べ中学生の応募が

極 端 に少 なか つた

(小学生応募 13人

に対 し中学 3人 )①

前 年 度 に 引 き続

き、周知を徹底 し応

募者 増 に努 め る こ

と。

補助金の有効活用

を図るため、助成決

定団体に対 して補助

金活用について説明

を行 う。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

引き続き要・準要保護世

帯枠を設けるとともに、村

ホームページや広報誌、教

育委員会関係行事予定表

等を活用 し募集案内に取

り組んだ。

前年度同様、子 ども会及

び読み聞かせボランティ

ア団体、少年スポーツ団体

等への周知を行つた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の敗組み)

アメ リカホームステイに

ついては、前年度応募 13名

に対 し、今年度は 21名 (中学

9妬 、高校 12名 )と なり8名

の増 となつた。

【派遣実績】

高校生 :3名 、中学生 :1名

アジア圏内交流事業につ

いては、前年度応募 14第 に

対 し、24名 1/1ヽ学 23嘉 、中

学 1名 )で、10名 の増 となっ

た。

【派遣実績】

小学生 :7名 中学生 :3名

両事業 ともに国際性 を育

む うえで、児童生徒にとつて

より良い事業となつた。

また、帰国後の報告会や学

推実践発表大会においても、

報告を行つた。

各団体への助成を行つた。

(4団体 )

【実績】

読み聞かせサツル:2団体

スホ
°―ツ団体 :1団体

放課後子どもわス̀クラフ
や
:1団

体

事業の成果

(令和元年度の成果)

アメ リカホー ムス

テイについては、うん

な中学校枠 として、2

枠を増や した。学校 と

連携 して人材 の選 定

に努める必要がある。

アジア交流事業 に

ついては、村立中学校

5校が、うんな中学校

の 1校 に統合 となる

ことか ら派遣枠 とし

て 2名 減にした。

両事業 ともに事業

の効果を高めるため、

各学校 と連携 し、周知

を徹底することで、応

募者増に努めること。

助成 を決 定 した団

体 に対 し補助 金活 用

について説明を行い、

助成 金 の活 用 が事 業

目標 に しっか りと沿

うよ うに指 導す る こ

と。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

A

評価

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継統

評価

A

B

今後の課題

(令和 2年度の課題)

本事業 をスムーズ

に実施するためには、

ジュニア リー ダーの

育成や スタ ンフの確

保 は不可欠であるこ

とから、今後も村子連

と連携を図り、ジュニ

ア リーダーの育成 に

努め、また、村当局 と

連携 してスタ ッフの

確保 に努 めてい くこ

と。

祝賀会廃上に伴い、

式典会内容の検討。

出演団体の検討や

時間配分等の検討 を

要する。

事業の成果

(令和元年度の成果)

今年度 も大きな事故 もな

く、事業を実施することがで

きた。

【実績】(前年度)

6年生:32名00
ジュニアリーダー:21名 (21)

スタッフ:88名 (延べ)G動

教育委員会:47名は0
村職員:24名 9り

スポーン推進員■2名 (1動

式典会場の変更や祝賀会

廃上 に伴 う苦情等 もな く実

施することができた。

【実績】(前年度)

新成人該当者 :146名は19

成人式参加者 : 96名 (91)

参加率 :65.8%(77.8%)

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

村子連 と連携 し、関係事

業に参加 させ ることでジ

ュニア リーダー育成 に努

めた。

また、事業実施において

は、参加者の安全確保のた

め、村スポーツ推進委員や

村給食センター職員、村当

局 と連携 し職員動員に取

り組んだ。

今年度は、式典会場の変

更及び式典後の祝賀会を

廃止 した。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

本事業をスムーズ

に実施するためにも

ジュニアリーダーの

育成 は不可欠であ

る。

本事業に参加 した

児童に対して今後ジ

ュニアリーダーに加

入するよう促 してい

くこと。

式典会場変更の検

討。

式典終了後の祝賀

会の実施についての

検討。

事業 目標及び事業内容

自然生活体験で 自然

にふ れ あ うこ とに よ

り、 自然に親 しみ、仲

間 と協力することをと

お して社会性 を身につ

け、また、生活に必要

な基礎的技能を身につ

け、 自立を促 し健康で

心豊かな青少年の育成

を図る。

新成人の新たな門出

を激励す ると共に、社

会を構成する成人 とし

ての 自覚 と責任 を認識

し、住みよい村づ くり

への意識の向上を図る

事業項 目

自然 生活 体験学

習「サバイバルキ

ャンプ」事業

(瀬良垣)

NO.3

成人式事業

(瀬良垣)

陥_4
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い きい き女性 教

室

(全 5回 )

(瀬良垣)

N。6

社会教育教室

(う んな大学)

(全 10回 )

(瀬良垣)

N05

事業項 目

学習機会 を通 して資

質 や 技術 の 向上 を図

り、女性の地域づ くり

への参加を推進する。

併せて、受講を機に地

域でのサークル活動に

繁げ、生涯学習啓発の

場 とす る教室を開催す

る。

本村の教育資源 。人

材 を最大限に活用 して

学習す ることで、村民

の生涯学習意欲の意識

向上の機会 とする。

事業 目標及び事業内容

前年度受講者の多

かつた講座を引き続

き実施 したことで参

加者増につなげられ

た。

今後も他市町村か

ら情報収集 し、多種

多様な講座を設定 し

ていくこと。

地 域 人 材 を活 用

し、 しまくとぅば普

及につなげることを

目的に講座を実施 し

ている。地域学習塾

とも連携 し実施 した

い。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

村広報誌、公民館等への

ポスター掲示や村ホーム

ページを活用 した。

特に、村ホームページに

ついては、随時講座の実施

予定について掲載 し、周知

を図つた。

村広報誌、公民館等への

ポスター掲示や村ホーム

ページを活用 した。

特に、村ホームページに

ついては、随時、講座の実

施予定について掲載 し、周

知を図つた。

今後も、しまくとぅばの

普及については、文化係や

村文化協会 と連携 してい

く。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

◎紙刺繍カードづ くり教室

(全 2回 )

【実績】11塔 (延べ
)

◎わらいヨガ教室

(全 1回 )

【実績】15名 (延べ
)

◎楽読教室

(全 2回 )

【実績】20名 (延べ
)

(前年度)全 5回 :86名 (延べ
)

◎アンガーマネジメン ト教

室(全 5回 )

【実績】52名 (延べ
)

◎生涯学習発掘教室(全 5回 )

。旬野菜のチカラ教室

(3回)18名 (延べ
)

・終活を考える教室

(2回)17名 (延べ
)

【実績】35名 (延べ
)

(前年度)全 6回 :86名 (延べ
)

事業の成果

(令和元年度の成果)

今後も県生涯学習

講座や近隣市町村等

から情報収集 し、事業

目的に沿つた講座を

設定 していくこと。

今後 も県生涯学習

講座や近 隣市町村等

から情報を収集 し、事

業 目標 に沿つた講座

を設定 していくこと。

今後の課題

(令和 2年度の課爾

A

A

評価

①現状の内

容で継続

① 現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

評価

A

A

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

社会教育団体等 と

協力 し、研修を実施す

ることで、引き続き地

域 リー ダー育成 に取

り組むこと。

今後も県生涯学習

講座や近隣市町村等

から情報収集 し、事業

目的に沿つた講座を

設定 していくこと。

公民館講座実施希

望団体が増加 してお

り、広く村民へ学習機

会 を提供す るために

は、これまでの開設実

績を参考に、開設実績

の少 ない団体 を優先

的 に開設許可す るた

めの調整を要する。

事業の成果

(令和元年度の成果)

各校 PTA会 員及 び役員

を中心に研修を実施 した。

◎家庭教育講話

講師 :末吉廣志

テーマ :薬物乱用防止

【実績】受講者 32名

(前年度)講師:藤波潔(受講者:30名 )

テーマ:これからの「学力」と大学入試改革

就学前の保護者世帯を対

象に事業を実施。

教室 に参加 した子育て世

代の保護者 同士の情報交換

の場につながっている。

・紙刺繍カート̀づ くり(1回 )32名

・子育て講話(2回)40名 (延べ
)

・乳幼児の緊急対応(1回 )43名

・英語)ト ミック(1回)26名

【実績(全 5回)】 141名 征 べ)

◎南恩納公民館講座

(手芸、料理講座 :全 10回 )

【実績】延べ 160名

◎名嘉真公民館講座

(パ ソコン講座 :全 10回 )

【実績】延べ 69名

◎安富祖公民館講座

(手芸講座 :全 10回 )

【実績】延べ 234名

◎前兼久公民館講座

(ホ

゛
イストレーニンク

S講
座 :全 10回 )

【実績】延べ 193名

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

村 PTA連 合会 と連携

し、研修を実施 した。

村広報誌、子育て支援セ

ンターや公民館等へのポ

スター掲示や村ホームペ

ージを活用 した。

特に、村ホームページに

ついては、随時講座の実施

予定について掲載 し、周知

を図つた。

今年度も、講座募集の際

に、これまでの実績を添付

し、他区の実施 した講座の

情報共有につとめ、公民館

活用へ繋げるため、村生涯

学習成果発表会において、

講座の実施状況写真や作

品の展示を実施 した。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

今後も社会教育団

体等 と協力 して、本

研修を実施 し、地域

リーダー育成に取 り

組むこと。

今後も事業の周知

徹底を図 り、受講生

の増加につ とめるこ

と。

今年度先着順にも

どし全講座を実施す

ることができた。

引き続き公民館を

活用 しより良い公民

館講座の実施につな

げるため、これまで

の実績 を添付 し、他

区の実施 した講座の

情報共有につ とめ、

各種講座の開設につ

なげること。

事業 目標及び事業内容

組織づくり支援。地域

交流活性化支援・ リー

ダー人材育成支援・就

業意識向上支援

子育てに必要な生活

習慣の大切さを学び、

家庭教育の基礎づ く

り。仲間づくり。親子

のふれ合いや絆を深め

る場とし、子育てに悩

んでいる受講生間の交

流の場とする。

多様化、高度化する

学習ニーズに対応す る

ため、各字公民館の協

力を得て、地域住民に

対 して学習機会を提供

す るとともに、地域に

おける指導者の養成を

図る。

事業項 目

地 域 リー ダー研

修

(全 1回 )

(頑良垣)

NO,7

楽 らく子 育 て教

室

(全 6回 )

(瀬良垣)

No.8

公民館講座

(6講座開設)

(瀬良垣)

Nα9
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人材育成激励金

支給事業(古堅)

Nα 10

事業項 目

教育、芸術、文化スポ

ーツの分野において優

秀な成績 を収めた個人

に対 し、激励金を支給

す ることによ り、人材

育成 と教育、芸術、文

化、スポーンの振興を

図る。

事業 目標及び事業内容

対象者の速やかな

請求を促す とともに

支給までの事務を速

やかに行い、派遣等

の経費負担の軽減図

ること。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

激励金受給対象者の把

握、ホームページや学校ヘ

事業周知を行つた。また速

やかな請求を促す ととも

に、支給までの事務を速や

かに行つた。

周知方法

・ホームページヘの掲載
。自治会や学校への周知

・マスコミ等の報道での対

象者把握

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

スポーン競技は56件の支給

があった。(前年度 74件 )

Oスポーツ面(前年度)

・ソフトボール

学生:7件 (l①、一般:3件鬱必
。バドミントン

学生■5件 (1働、一般■件(D

・カヌー

学生:3件俗)、 一般:0件ω)

。ゴルフ

学生■0件0)、 一般:0件0)

・野球

学生:7件 151、 一般:0件0)

。水泳

学生:3件 0)、 一般:0件0)

・陸上

学生:3作 0)、 一般:0件(0

・サッカー

学生■件0)、 一般:0件0)

◎宇加地公民館講座

(ヨ ガ講座 :全 10回 )

【実績】延べ 71名

◎谷茶公民館講座

(手芸講座 :全 10回)

【実績】延べ 76名

(前年度)

前兼久、太田、冨着、恩納、喜瀬

武原、冨着)計 661名

事業の成果

(令和元年度の成果)

事業周知の徹底 と

対象者 を把握す る と

ともに請求か ら支給

まで速や かに事務手

続きを行 うこと。

また支給方法が現

金のみ となってお り、

受取のた めの 日程調

整や来庁す る必要が

ある。口座振替等の支

給方法も検討 し、必要

であれ ば要綱の見直

しを行 うこと。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

評価

①現状の内

容で継続

総合判断
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・空手

学生■件101、 一般:0件 101

・剣道

学生:2 rttlolⅢ 一般:0件 101

文化面は 8件の支給があつ

た。(前年度 .9件 )

O文化面

・書道(グローバ″リーダ‐育成海

外短期研修事業・沖縄県高校生

芸術文化国際交流ク
°
ログラム,派

遣先台湾)

学生:2件 101、 一般 0件(0)

・ダンス(日本高校夕
°
シス選手権)

学生:4件は)、 一般0件(0

・機械工学(口本
ド
ツトコンテスト)

学生■101、 一般0件101

・ピアノ(日本ハウハウ ク‐ル)

学生 :l10)、 一般 0作101

30



各種団体への活

動支援(瀬良a

文化協範 同

N。11

社会教育分野で活動す

る各種団体に対し補助

金を交付し、その活動

を支援することにより

社会教育活動の振興を

図る。

引き続き各種団体

の活動を継続して支

援する.こ と。

今年度も各種団体の総

会や事業へ参加し、年間の

事業活動の把握に努めた。

村内で活動する社会教育

団体へ補助金を交付するこ

とにより、1団体活動を支援す
.

ることができた。

O青少年健全育1成協議会

3,284,000円

0子ども会育成連絡協議会
lⅢ91∝000円

OPTA連合会

1ュ685,000四

0青年団協議会
443,000円

O婦人会

1,000,000円

O文化協会

806,000円

引き続き各種団体

の活動を継続 して支

援すること.。

A
0現状の内

容で継続
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総合判断

①現状の内

容で継続

評価

S

今後の課題

(令和 2年度の課題)

①継続的な情報の

発信、交換を行い

両市村の情報拠点

の場になるように

努める

②村民の要求 に合 わ

せた蔵書構築 に努 め

る

③村内在住利用者の

利用促進

事業の成果

(令和元年度の成果)

①石狩市関連本

213f冊

②年間増加冊数
10,018冊

③ コロナの影響で開館 日数

が減 つたため入館者が前年

度減だが貸 出 し人数 と冊数

は依然開館以降伸び続 けて

お り、利用者からも高い評価

を得ている。

入館者数 85,271人

(前年度 :88,788人 )

貸出人数 36,868人

(前年度 :35,367人 )

貸出冊数 139,722 冊

(前年度 : 132,597冊 )

登録人数 1,182 人

(前年度 :1,428人 )

蔵書累計冊数 84,238冊 (前

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

①友好図書館 (石狩市民図

書館)と の交流 として石狩

か らおはな しボランティ

アを招聘 し、お話会を開

催、本村のボランティアと

の交流を図る取 り組みを

進めていた。

(コ ロナにより中止 )

②継続的に資料の購入。収

集、登録に取 り組んだ

③継続的な本の特集コー

ナー等の設置や関係機関

と連携 したイベン ト等の

実施に取り組んだ

前年度の課題

(令和元年度の課題)

①友好図書館との交

流

②適正な資料管理を

イ子う

③図書の特集コーナ

ー等で利用促進を行

う

事業 目標及び事業内容

文化情報センターの

開館 と開館後の必要な

事務 を行 うと共に、住

民に対 し、図書や資料

を通 じて情報提供サー

ビスに取 り組み、読書

活動 を推進 し村内外の

様 々 な情 報 を提 供 す

る。

事業項目

文化情報セ ンタ

ー業務(呉屋)

Nα 12
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事業項 目 事業 目標及び事業内容

④ホームページヘの

アクセスを増や し、

さらなる充実を図る

⑤継続的にイベント

や企画特集を行う。

前年度の課題

(令和元年度の細

④各種イベントの実施

や図書の特集 コーナーの

設置に取 り組んだ

⑤施設内でのポスターの

掲示、ホームページや村広

報誌でのイベン トの周知

に取り組んだ

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

年度 :73,675 冊)

開館 日数 :265日

(前年度 275日 )

※ コロナによ り臨時休館及

び短縮開館、条件付き開館 も

行つた。

④本の特集
「首里城

消失 と再生の歴史」他

113テ ーマ

⑤企画イベント

(1,138人参加 )

「サンゴのカルタ大会」

「図書館 ビンゴ」

他合計 31回実施 (コ ロナの

ため中止 2)

○七タライブラ ジー コンサ

ー ト 64人参加

○真藤順丈講演会

約 139人参加

○おんなの駅 。博物館・文化

情報セ ンター合同イベ ン ト

缶バ ッジをつ くろう

84人参力日

○おはな し会の定期的な開

催 毎週土曜 日実施

43回 502人

(前年度 45計 467人参加 )

事業の成果

(令和元年度の成果)

④時事的話題にも留

意 し住民の生活に役

立つ情報をわか りや

すく提供する

⑤子供からお年寄り

まですべての世代が

参加のしやすいイベ

ン トの企画と実行に

努める

今後の課題

(令和 2年度の課題)

評価 総合判断
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総合判断評価
今後の課題

(令和 2年度の課題)

⑥サ ンゴの村宣言 に

伴 う村 の取 り組みの

周知に努める

⑦ レファレンスの周

知に取 り組み職員の

スキルアップも図る

③幼児・児童の読書活

動の推進を図る。

③評価された点とな

った「観光と住民サー

ビスのバ ランスの良

いサービス」を継続す

る。

事業の成果

(令和元年度の成果)

⑥絵本

売上冊数 :252冊

売上収入 :241,405円

かるた

売上点数 :39L点

売上収入 :338,328円

⑦事例登録 109件

③読書通帳 :321為発行

(累計 :625人 )

③Lttrav of the year

2019 で優秀賞を受賞

沖縄県内で初の受賞となつ

た。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

⑥サンゴ関連事業として

カルタ出版を行つた。引き

続き絵本の販売も行つて

いる。

⑦ レファレンス協同デー

タベースの事例登録が多

かつたことで国立国会図

書館より礼状を 2年連続

で授与された

⑥読書通帳機を導入し読

書意欲の推進を図つた。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

⑥カルタの出版 (サ

ンゴ関連事業 )

⑦レファレンス体制

の充実

③子どもの読書活動
の推進

事業目標及び事業内容事業項目
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(3) 社会体育関係所管事業

各種社会体育事

業の充実(古堅)

(ウ ォーキングフ

ェスタ)

NO,1-1

(ス ポーツ教室)

Nα l‐ 2

(壮年ハ
゛
レーホ・―ル)

Nα l‐ 3

事業項 目

村民に対 し、スポー

ンをす る機会 を提供

し、健康増進 と相互の

親睦を図る。

村民に対 し、スポー

ンをす る機会 を提供

し、ニュースポーン体

験や健康運動指導、交

流をとおして健康増進

を図る。

壮 年 層 の村 民 に対

し、スポーツをする機

会を提供 し、交流をと

お して健 康 増 進 を図

る。

事業 目標及び事業内容

8k血 コ~ス、5 kmコ

ースで実施 したが、8

kmコ ースは距離が有

り、 さらに高低差が

あるため、若い男性

の少数 しか参加が無

かつた。

コース設定か ら福

祉健康口果と連携 し、

より多 くの参加が見

込める内容を検討す

る。

事業を継続 し、ア

ンケー ト調査の結果

を踏まえ、参加者の

ニーズに合わせたメ

ニューを講師 と調整

し実施する。

事業を継続 し、ス

ポーツをする機会を

提供し、交流をとお

して健康増進を図る

こと。また引き続き

参加チームを増やす

よう努めること。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

福 祉 健 康 課 等 と連 携

し、コース設定や給水ポ

イン トの配置、スポーツ

推進委員の役割分担を行

つた。

夜 間に教室 を開催 し、

「リンパマ ッサージ」教

室」を南部地区 5回、北

部地区で 5回開催 した。

また、教室終了後、次年

度以降のスポーン教室の

参考 とするため、参加者

か ら開催時期や時間、内

容等の要望や教室の実施

方法に関するアンケー ト

調査を行つた。

スポーツ推進委員定例

会での大会調整、教育委

員会事業年間 日程表によ

る周知活動を行つた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

健康福祉 まつ りで ウォ

ーキングフェスタを実施

し健康増進の意識高揚 に

つながった。

ウォーキングフェスタ

(前年度)

参カロ者 :120名 (120)

参加者 の健康増進への

意識高揚につながった。

北部地区(前年度)

延べ 82名 (126)計 5回(5)

南部地区(前年度)

延べ 40為 (40)計 5回 (5)

参加チームに大会運営

協力 (審判員)を してもら

い、スムーズな大会運営が

できた。

申込チーム :9チーム

H30(8チーム)

事業の成果

(令和元年度の成果)

健 康 保 険課 と協議

し、万座毛や海岸沿い

を通 るコース設定等、

より多 くの参加が見込

める内容を検討する。

事業を継続 し、アン

ケー ト調査の結果を踏

まえ、開催場所や開始

時間、メニューを講師

やスポーツ推進員 と検

討 し実施する。

事業を継続 し、スポ

ーンをする機会を提供

し、交流をとおして健

康増進を図ること。ま

た引き続き参加チーム

を増やすよう努めるこ

と。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

B

評価

①現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内

容で継続

評価

B

今後の課題

(令和 2年度の課題)

事業を継統 し、スポ

ーンをす る機会を提供

し、交流をとお して健

康増進を図る。また 9

月開催で暑 さによる熱

中症の懸念があ り、開

催時期の見直 しを検討

する。

事業廃止

県や中頭地区での研

修への積極的な参加 を

促 し、委員の資質向上

に努めるとともに、研

修の成果を各委員が 自

主的に発揮するよう村

各種事業を企画・運営

する。

事業の成果

(令和元年度の成果)

参加チームに大会運営

協力をしてもらい、スムー

ズな大会運営ができた。

参カロチーム :15チーム

H30(16チーム)

事業廃止

様々な事業でスポーツ

推進委員が中心になつて

大会運営ができてい る。

個々のスポーツ推進委員

の資質向上につながった。

スポーン推進委員

活動数

Rl :356名

H30:381名
H29:324名

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の敗組み)

スポーツ推進委員定例

会での大会に向けての調

整、年間 日程表による周

知活動を行つた。

事業廃止

県や中頭地区での研修

へ積極的に参加 した。

また、村で行われ る大

会やイベン ト等に繁がる

研修を自ら企画 し実施 し

た。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

事業を継続 し、ス

ポーンをする機会を

提供 し、交流をとお

して健 康 増 進 を図

る。

村内一斉放送及び

各公民館、団体ヘチ

ラシ配布により参力日

チームを募つたが、

申込が少なく実施で

きなかった。今後事

業 を見 直 す と とも

に、より参加 しやす

い種 目と日程を再度

検討する。

県や中頭地区での

研修への積極的な参

加 を促 し、委員の資

質向上に努めるとと

もに、研修の成果を

自主的に発揮するよ

う村 各 種 事 業 を企

画・運営する。

事業 目標及び事業内容

壮年層 の村 民 に対

し、スポーンをする機

会を提供 し、交流をと

お して健康増進 を図

る。

ミニバ レーを通 して

スポーツ技術の向上及

び健 康 増 進 の意識 高

揚、併せて村民の交流

を図る。

各種スポーンの振興 と

普及活動を支援 し、ス

ポーツ推進委員個々の

資質の向上を促す。

事業項 目

(壮年ソフトホ
や―ル)

(古堅)

配.1‐4

(ミ ニアヽ
・レーl

(古堅)

Nα l‐ 5

スポーツ推進委

員の資質向上

(古堅)

Nα2
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各種 団体等 県外

派遣補助事業

(古堅)

陥.5

村 立小 中学校 体

育施設 (プール )

の一般開放事業

(古堅)

陥_4

恩納村体育協会、

国頭郡体育協会

の活動支援

(古堅)

No 3

事業項 目

村民のスポーツに対

す る意欲 を向上 させ、

各種球技、競技の振興

を図る。

夏休み期間中、学校施

設を有効活用 し、村民

の泳力及び体力の向上

を図る。

恩納村及び国頭郡の体

育協会に補助金を交付

し、その活動 を支援す

ることによリスポーツ

の振興を図る。

事業 目標及び事業内容

事業を継続 し、該

当する団体・個人等

の情報収集を行 うと

ともに、学校や学校

教育口果と連携 し、速

やかな申請手続きを

促す。

水泳教室を今後 も

継続 していくととも

に、簡易テン ト設置

による熱 中症対策を

行い、安全なプール

開放を実施する。

引き続き体協主催

の事業展開及び体育

施設の利用等の支援

を継続 し、各種 目の

競技力向上とスポー

ン振興を支援する。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

派遣事業に該当す る団

体の情報収集、学校や公

民館への情報提供、周知

徹底に努めた。また学校

教育課や学校 と連携 し、

速やかな申請手続 きを行

つた。

利用者及び保護者の熱

中症対策 として各校に簡

易テン トを設置 した。ま

た、プール管理人 と連携

しこまめに水分補給や休

憩を取るよ う、利用者ヘ

促 した。

スポーン振興、競技力

向上に繁がるような事業

展開の提案、施設の有効

活用等の指導助言を行 つ

た。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

○小中学生(前年度 )

水泳 2件 (2)

(個人 2)(2)

バ ドミン トン 2件 (5)

(団体 2)(イ暦人 4、 団体 1)

タグラグビー 1件 (1)

(団体 1)(1)

空手 1件 (2)

(個人 1)(1)

教室実施数及び参加者

仲泊校 3回 (48名 )

(前年度 :安富祖校3回 54名 )

夏休みプール開放事業利

用延人数(前年度)

全校 :912名 (875)

安富祖 :165名 (137)

喜瀬武原 :23名 (17)

′鳳糸内:298名 (288)

イ中辛白 : 152名 (296)

山田 :274名 (137)

野球、バ ドミン トン、卓

球、ボウリングなどで優秀

な成績を収めた。

事業の成果

(令和元年度の成果)

事業を継続 し、該当

する団体・個人等の情

報 収 集 を行 うと とも

に、学校や学校教育課

と連携 し、速やかな申

請手続きを促す。

夏休みプールー般開

放 と水泳教室を継続す

るとともに、熱 中症予

防や事故防止対策をプ

ール管理人 と連携 しな

が ら行い、安全なプー

ル開放を実施する。

引き続き体協主催の

事業展開及び体育施設

の利用等の支援 を継続

し、各種 目の競技力向

上 とスポーツ振興を支

援する。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

B

B

B

評価

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内

容で継続

評価

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

施設の維持管理徹底

とプロ野球やスポーツ

合宿等の受入について

村 と進呈管理者で綿密

に連携する①また利用

者アンケー ト等を実施

し、村民等が活用 しや

すい施設運営や環境を

提供する。また自主事

業を継続 し、多くの村

民が参加できるよう広

く周知する。

事業の成果

(令和元年度の成果)

施設維持管理について

は、利用者からも好評で利

用数 も高い水準を維持 し

ている。

Rl利用者  127,658人

利用回数 (2,640回 )

H30利用者 122,159人

利用回数 (2,296回 )

○自主事業

・施設利用者向け軽食、氷、

石灰販売。

・各種教室

● 酵素作 り、月桃化粧水

作 り、蚊取 り線香虫よ

けスプレー作 り。

・ イベン ト

● サムソンライオンズ

ボール贈呈式、体育の

日トレーニングジム

無料開放、星空観察

会、女子硬式野球大会

共催、中学校硬式野球

大会共催、沖縄チャリ

ティーラン共催。

● 参加人数合計 721人

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

施設利用率向上に向け

て施設維持管理徹底の指

導、助言を行つた。

また、定期的に調整会

議を行い、問題解決に向

けた取組、村の要望等を

伝え、指定管理側 との意

思疎通を図つた。

また施設を活用 した村

行事 日程やプロスポーツ

団体のキャンプ受け入れ

の為の施設整備や体制づ

くりを連携 して行つた。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

施設の維持管理徹

底に努めていくとと

もに、活用 しやすい

施設運営、周知活動

を行つていけるよう

指定管理者 と綿密に

連携する。

また指定管理者が 2

年 目となるので、 1

年間の経験を生か

し、自主事業等で施

設の立地や特性を生

か した企画、実施ヘ

向けて指導、助言を

行 う。

サムスンライオン

ズキャンプ期間中の

一般開放について、

練習休 日や夜間の利

用等を検討する。

事業 目標及び事業内容

村内の体育施設の維

持管理に指定管理者制

度を導入 し、その運営

を行 わせ る こ とに よ

り、管理費用の軽減及

び利活用の増進を目指

す。

事業項 目

村体育施設維持

管理事業(古堅)

NO.6

38



(4) 学力向上推進委員会事業

学力向上推進事業

地 域 学 習 塾 支 援

(米 田・饒波)

No.1‐ 1

学力向上推進事業

石狩市中学生交流

(饒波)

Nα l-2

講演会

(米 田)

NO,1-3

県外先進地視察研

修(米 国・具志堅)

配.1‐4

事業項 目

学力向上推進委員会の組

織を強化 し、学校、地域、

家庭が連携 してそれぞれの

役割 を分担 しなが ら心 。

知・体の子 どもの育成を図

る。

地理 。歴史 。文化の異な

る北海道 との交流体験を実

施することで、沖縄の文化

との違いについて学ぶ とと

もに、人間性豊かな人材の

育成を図る。

※隔年 ごとに派遣、受入れ

で実施する。

教職員や保護者の資質の

向上に資することを目的と

して著名人を招き、講演会

を開催する。

学習内容の定着率の高い

県外の都道府県に小中学校

の教職員を派遣 し、学力定

着に向けた指導方法の工夫

改善に資する。

事業 目標及び事業内容

各地 区の取 り組み

の差 を解消す るため

に各 自治会 との連携

を深める。

石狩市 と早 めに事

務調整を行い、体験プ

ログラムや恩納村 の

民泊家庭 の受 け入れ

体制を十分に整える。

講演会の実施につ

いて、目的を再検討し

開催 日程の調整を行

う。

学力や教育課程に

関す る中央説明会に

参加 し、内容を各学校

へ周知する。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

区長 との連携を図 り、保

護者理解を推進 し、実施の

ための支援を継続する。

長期休業中は、特別支援

教育支援員 を講師 として

派遣する。

石狩市中学生を対象に

交流事業 として、恩納村へ

20暑 (前年度 :19名 )受 け

入れた。

北海道 との違いを体験

できるプログラムを計画。

実践報告会等の時間内

の実施、地域の取組発表の

充実を図るな どの内容の

精選 を行 う機会 として今

回は、講演会の実施を見合

わせた。

小 中学校の新学習指導

要領の完全実施に向け、教

育課程について研修会に

参力日した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

特別支援教育支援員

を派遣することで、児

童理解の上での学習指

導の充実が図られた。

仲泊中学校 との交流

や民泊、戦跡巡 りや海

洋体験をプ ログラムに

取 り入れ風土や歴史、

文化の違いを体験す る

ことができた。

学校や地域の実践報

告は充実 したが、村民

が広義に教育を考える

機会 として講演会の実

施は必要であることが

分かつた。

新学習指導要領の完全

実施に向け、資料等を

持ち帰 り、新教育課程

編成につなげることが

できた。

事業の成果

(令和元年度の成果)

子 どもたちの自主性

を引き出す取組の充

実を図る。

引き続き、石狩市

との事前調整を早め

に行い、互いの地理、

歴史、文化の違いに

ついて学ぶ ことので

きる充実 したプログ

ラムを計画する。

思納 村 教 育 の 日

は、多くの村民が教

育を考える機会 とし

て、設定されている

ことか ら、わか りや

すい講演内容の講演

会の実施は必要であ

る。

コミュニティースク

ール先進校等の視察

研修が必要である。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

評価

①現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断評価
今後の課題

(令和 2年度の課題)

全体会の実施 と各

学校の実施について

考察が必要である。

補助をすることで

受検希望者数に定着

が見 られるが、合格

率が低いため、受検

の意義、合格への意

識 付 けが必 要 で あ

る。

うんな中学校開校

に併せて、全学年の

生徒対象 とする方向

が必要である。

事業の成果

(令和元年度の成瑠

幼小中各学校や地域

の取 り組みの報告によ

り、関係者が身近な取

組 を意識化 し、効果あ

る実践の共有化 を図る

事ができた。

受験者数(合格者翔

英検 :403名 (139名 )

(合格率 :34.5%)

漢検 :484名 (277名 )

(合格率 :57.2%)

数検 :221名 (116名 )

(合格率 :52.5%)

合格率

小学校 65%(72%)
中学校 32%(46%)
全体  49%(60%)

生徒が意欲的に塾 に

参加す ることができ、

高校受験 に対す る意識

が高まつた。

令和元年度

進学率 :100%

(平成 30年度 :969%)

(平成 29年度 :96.5%)

(平成 28年度 :95.5%)

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

実践報告会の持ち方 を

工夫 し、児童の発表や地域

の取組発表により、取組が

関係者の身近なもの とし

て とらえられ るよ うに し

た。

各学校教頭への聞き取

り調査等を行い、手続きの

簡略化 に向けた改善を図

つた。令和 2年度から、

小、中で受検会場が分かれ

るため、継続 して各学校 と

の調整が必要である。

大学 との連携により、生

徒の意欲の向上に対す る

取 り組みについて共通理

解を図つた。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

日程等、持ち方の工

夫を行い、保護者や教

諭以外 の学校 関係者

の参加者を増やす。

半額補助 の事務手

続 きが煩雑 なので事

務負担軽減のため支

援方法の簡略化 を図

る。

講師の確保 が難航

し 9月 開講ができな

かったので、名桜大学

と連携 を深 め早 めに

講師を確保する。

事業 目標及び事業内容

恩納村学力向上推進の取

り組みの成果と課題を、学

校・家庭・地域の立場から

検証する。

全国規模で実施 されてい

る漢宇検定・英語検定・数

学検定等を希望する児童生

徒に半額補助 し、学力の意

識化 と定着を図る。

高校受験を控えた中学校

3年生に対 し、学習への不

安・課題を解消するために

実施する。

事業項 目

学推実践報告会

(米田・具志堅)

陥_1‐ 5

諸検定料支援

(饒波)

Nα l-6

未来塾

(米田)

Nα l‐ 7
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スキルアップ研修

(具志堅)

Nα l‐8

各種 コンクール

(米田・具志堅)

Nα l-9

事業項 目

各学年・教科 1人体制と

いう課題を解決するため、

村内職員が協力 して協議

し、互いの資質 。能力を高

めるために行 う。

各種 コンクール事業を開

催することにより、児童生

徒に発表の機会を与える。

事業 国標及び事業内容

統合 中学校 に向け

たスキル ア ップ研修

会の在 り方の検討 と

久年度 か らの小学校

のスキル ア ップ研修

会の持 ち方 を充実 し

た形にしていく。

作品出品に対す る

学校 間の取 り組みの

差を解消する。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

授業実践を中心とした

取り組みを行い、村教科支

援訪問で授業実践ができ

た。また、指導案検討から

各校の管理職を中心に指

導助言をおこなうことに

より、教材研究の充実が図

れた。

年度 当初の校長会や教

頭会で作品募集に関して、

教諭意識 を高めるよ う要

請 した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

教科支援訪問で指導

助言を行 うことで、教

員個人のスキルア ンプ

が図 られた。また各部

会の取 り組みを紹介す

ることで、情報共有が

できた。

作品出展の意義が意

識化 され、積極的な出

展が見 られた。また、

作品の質においても向

上が見 られた。

事業の成果

(令和元年度の成果)

併置校から単独校ヘ

移行するのにともな

い、授業の質を落と

すことが無いよう

魅力ある授業づくり

のための支援の充実

を図る。

作品出展による発

表の意義の高揚を図

り、さらなる積極的

な参加を推進する。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

評価 総合判断
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(5) 博物館所管事業

総合判断

①現状の内

容で継続

評価

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

令和 3年 5月 1

日の開館 20周年に

向けて、記念事業や

常設第 2展示室の

リニューアル を実

施する。

事業の成果

(令和元年度の成果)

博物館利用者数 16,229人

(前年度 18,654人 、2,425人 減)

入館者 13,979人

(前年度 15,564人 、1,585人減)

施設等使用者 2,250人

(前年度 3,090人、840人減 )

。主に 6回の展示会、計 4回

の講座・イベン トなどを実施。

外部団体の様々な施設利用 も

あ り、施設利用を促進するこ

とができた。
。常設第 2展示室の リニュー

アル計画 を検討す る ととも

に、他施設の視察等情報収集

を行つた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

。多様な内容の展示会や

講座を企画 し、開催 した。

・ 学校の利用では出前講

座などを実施。

・サークルの活動支援 (練

習場所、発表会開催の支

援)等 で、村民の施設使

用の増力口を図つた。また、

各種団体等への展示ホー

ルや研修室の貸出で施設

使用の促進を図つた。

・常設第 2展示室 リニュ

ーアル計画の推進。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

引き続き、社会教育

施設 として、村民によ

り広 く活用 して も ら

えるよ う文化情報セ

ンターや 関係機 関 と

連携 しなが ら、展示

会・講座などを企画 し

ていく。

開館 20周年が近づ

いてきているので、記

念事業等 の実施 に向

け、検討 を行 つてい

く。

また、建築か ら 20

年 が経過 しよ うとし

ている施設のため、展

示照明な どの館 内照

日月、換気設備、出入 口

ドアな ど各所 に不具

合 が見 られ るが、施

設・設備の更新や改修

を行いながら、博物館

利用者 が利用 しやす

い よ うに施設整備 に

取 り組む。

事業 目標及び事業内容

博物館は村の自然、歴

史、文化を発信する生涯

学習機 関 としてふ るさ

と学習の拠 点 となるよ

う、関連す る資料 の収

集、整理、保存活用に努

めると共に、展示公開、

調査研究を充実 させ、企

画展、各種講座、芸術鑑

賞の機会を通 して、ふる

さと学習 にふ さわ しい

施設 としてその活性化

を図る。

事業項 目

博物館運営

(崎原 。後藤)

陥 .1
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企画展・展示会

(後藤)

Nα2

事業項目

博物館が所蔵する資

料や文化財などの資料

の活用のほか、地域と連

携 しながら、恩納村の情

報を発信 し、村の歴史や

文化に対する理解を深

めてもらう場とする。

事業 目標及び事業内容

博物館 が収蔵す る

民具資料や沖縄戦 関

係資料 な どを展示会

にて活用す ることが

出来た。今後も、継続

して自然 。歴史 。文化

な どの広 い分野の資

料を収集 し、その資料

や調査・研究成果を展

示 に反映 させ る とと

もに、開館 20周年記

念事業に向け、展示内

容の充実に努め、博物

館 が収蔵 してい る資

料の公開・活用の方法

を検討 していく。

村 内移動展 につい

ては今後 も開催 の機

会が設 け られ るよ う

検討 していく。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

年 6回の企画展の開催

のほか、外部団体 との協

力事業 として展示会の受

け入れを実施。

①パネル展 「写真で見る

思納村の時代の移 り変わ

り～昭和と平成～」

村内の様子を昭和と平成

に撮影 した写真パネルで

紹介。4/27～ 5/16

②恩納村史編さん係・文

化係 (学芸・文化財)共
同開催 慰霊の 日企画展

「思納村に近づく戦争の

足音」

文化財、学芸、村史の 3

係合同の展示会を開催。

6/18-7/7

③企画展 「みぢかな植物

たち～思納の植物～」

村内の植生や植物を紹介

する展示会。7/19～9/29

④「第 48回沖縄県芸術文

化祭・写真選抜展」

県芸祭写真部門の作品を

展示。 12/11～ 12/25

⑤企画展「新収蔵品展【平

成 30年度収蔵資料】」

H30年度に寄贈や収集し

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

①パネル展「写真で見る恩納

村の時代の移 り変わり～昭和

と平成～」

来場者 847人

②思納村史編さん係 。文化係

(学芸・文化財)共同開催 慰

霊の日企画展 「恩納村に近づ

く戦争の足音」

来場者 1,048人。

③企画展 「みぢかな植物たち

～思納の植物～」

来場者 2,999人。

④ 「第 48回沖縄県芸術文化

祭・写真選抜展」

来場者 593人。

⑤企画展「新収蔵品展 【平成

30年度収蔵資料】」

来場者 758人。

事業の成果

(令和元年度の成果)

今後 も博物館資

料 な どを活用 しな

がら、展示会をとお

して、思納村の歴

史、文化、自然等の

情報発信 を行 つて

いく。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

評価

①現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断評価
今後の課題

(令和 2年度の課題)

事業の成果

(令和元年度の成果)

⑥企画展「琉球芸能小道具と

衣裳展 in Onna」

来場者 472人 (Rl年度 中)

【協力事業】

①沖印友好協会主催「日印文

化交流展」

来場者 98名。

②恩納村観光協会主催 「おん

なの魅カフォ トコンテス ト」

来場者 1,344名

応募者数 125名
作品数  279J煮

③沖縄県身体障害者福祉協会

主催「第 59回沖縄県身体障害

者福祉展」

来場者約 600人

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

た資料を展示。2/4～ 3/8

⑥企画展「琉球芸能小道

具と衣裳展 in Onna」

組踊道具。衣裳製作修理

技術保存会 と共同開催。

第 1期 :3/18～ 4/7

【協力事業】

①沖印友好協会主催「日

印文化交流展」

9/28、 29開催

②恩納村観光協会主催

「おんなの魅カフォトコ

ンテスト」

1/10～ 26開催

③沖縄県身体障害者福祉

協会主催 「第 59回沖縄県

身体障害者福祉展」

1/22～ 25開催

前年度の課題

(令和元年度の課題)

事業目標及び事業内容事業項目
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博物館講座

(後藤)

Nα3

事業項 目

博物館 主催 の講座 を

通 して、村民 に村 の 自

然、歴史、文化について

の理解 を深 める場 を提

供する。

事業 目標及び事業内容

「バーキ作 り」では

継続 した開催 によっ

て、受講者から講師の

一員 として指導でき

る方が育ってきてい

る。今後も人材育成に

貢献できるよ う取 り

組むとともに、幅広い

世代が参加 できるよ

うなメニ ュー を企画

していく。

前年度の課題

(令和元年度の課爾

児童・生徒向け、親子

向け、大人向けの講座 を

開催 した。

①博物館講座 「葉つぱが

おもちゃに変身 !～植物

でおもちゃを作つてみよ

うハΨ」

親子向け。3/17開催。ア

ダン・マーニを使つたお

もちゃ作り。定員 20名。

②博物館講座 「葉脈標本

を作ろう !」 。

村内小学 3年生～中学生

対象。9/23開催。定員 15

名。

③博物館講座「バーキ作

り」

18歳以上対象。 11/30、

12/1開催。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

①博物館講座 「葉つぱがおも

ちゃに変身 !～植物でおもち

ゃを作つてみよう～」

参加者 11組 25ネ。申込多数

のため、定員増員。

②博物館講座「葉脈標本を作

ろう !」 参加者 15名。

③博物館講座 「バーキ作 り」

参加者 16名 (前年度 8名 )。

うち、新規参加者 10名 、2回

目5名 、経験者 1名 。

事業の成果

(令和元年度の成果)

令和元年度 に実

施 した映像記録保

存事業の成果 な ど

を活用 した講演会

等を実施 していく。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

評価

①現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内

容で継続

事業評価数

(除 く)

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

評価

中止

B

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

これ までの来場

者 アンケー ト結果

を踏まえながら、恩

納村博物館 の特色

ある企画 を実施 し

ていく。

今後 も恩納村 に

関する自然、歴史、

文化、民俗、文化財

等 に関す る調査成

果や報告 を掲載 し

た紀要を作成する。

今後、成果品を活

用するとともに、助

成事業を活用 し、事

業を継続 していく。

事業の成果

(令和元年度の成果)

「伝統芸能小道具 と衣裳の世

界」

※新型 コロナ ウイルス感染症

のため中止。

『恩納村博物館紀要』第 ■

号を刊行した。沖縄戦、歴史、

芸能に関す る原稿を掲載 し

た。

成果品『瀬良垣の豊年祭』

(「 二才団の十五夜 (組織編)」

と「踊りを伝える (芸態編)」

の 2枚組)が完成した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

企画展 「琉球芸能小道具

と衣裳展 in onna」 の開

催 に合わせ、小道具 と琉

球芸能にスポッ トを当て

た公演を企画。

第 11号の刊行に向け、

4名 の執筆者が原稿 を作

成。

地 域 や 関係 者 と連 携

し、瀬良垣区の豊年祭の

映像記録探存事業を実施

した。

前年度の課題

(令不日元年度の課題)

会場 で実施 してい

るアンケー ト結果 を

踏まえながら、恩納村

博物館 の特色 ある企

画を実施 していく。

村に関する調査・研

究の情報 を発信で き

るよ う恩納村博物館

関係者から、原稿を募

集する。

事業 の実施 にあた

り、監修者や地域、撮

影業者 との連携 を密

にし、円滑な事業の推

進に努め、成果品を完

成 させる。

事業 目標及び事業内容

博物館を活用 し、村民

を中心に優れた芸術・音

楽・芸能等を鑑賞する場

を提供することで、芸能

等への関心を高め、恩納

村 の文化振興 に資す る

ことを目的とする。

恩納村に関する自然、

歴史、文化、民俗、文化

財等 に関す る調査成果

や報告 を掲載 した紀要

を作成する。『恩納村博

物館年報』と隔年にて発

干」。

一般財団法人 「地域創

造」の事業を活用 し、地

域 に伝承 され る伝統芸

能等 の映像 を記録す る

ことにより、今後の更な

る伝統芸能 の伝承及び

地域活動を支援する。

事業項目

サンセットコンサート

(後藤)

鴎.4

『恩納村博物館

紀要』(第 11号 )

の刊行(後藤)

鴎.5

地域伝統芸能等

保存事業

(後藤 )

Nα6
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文化財普及事業

(大城)

N07

事業項 目

恩納村 の共有財産 で

ある文化財 の普及及び

活用を目的とし、文化財

保護愛護 思想 の啓発 を

図る。

事業 目標及び事業内容

参加者へ の当 日の

ルー トが書かれた資

料等の配布を検討 し、

村内文化財の公開 。活

用を図るため、文化財

普及事業 を継続 して

実施する。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

①歴史ロードを歩こう事業

道切な安全管理を目標

に実施 し、配布資料も活

用した。

②恩納村戦跡めぐり事業

村内の戦跡めぐりを村

内公募で実施。

③サンゴ礁が育んだ恩納

村の暮らし展

サ ンゴの村 宣言 を受

け、サンゴ礁 と人々との

関わりや自然環境、サン

ゴ再生事業等を紹介。

④慰霊の日展示会

文化財、学芸、村史の

3係 合 同の展示会 を開

催。

⑤出前講座 山田中学校

校区内文化財巡り

山田中学校校区内の文

化財めぐりを実施。

⑥出前講座 山田中学校

発掘調査体験学習(山 田城

跡)

山田城跡の見学及び発

掘調査体験を実施。

⑦県市町村連携事業 掘

り出された戦前の うんな

県 と連携 し、合同の展

示会を開催。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

①歴史ロードを歩こう事業

参加者22人

前年度(H30)参 加者 :49名

②恩納村戦跡めぐり

参加者 7人

③サンゴ礁が育んだ恩納村の

暮らし展

見学者■,517人

前年度(H30)見 学者 :2,139人

④慰霊の日展示会

見学者■,048人

⑤出前講座 山田中学校

校 区内文化財巡 り

参力口者 :29人

⑥出前講座 山田中学校発掘

調査体験学習(山 田城跡)

参加者 :26人

②県市町村連携事業

掘り出された戦前のうんな

見学者■870人

事業の成果

(令和元年度の成果)

参加者 アンケー

トを参考 によ り分

か りやすい資料等

の配布や情報媒体

への告知 を幅広 く

活用 し、村内文化財

の公開・活用を図る

ために文化財普及

事業 を継続 して実

施する。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

A

評価

① 現状の

内容で

継続

総合判断
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総合判断

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

評価

B

C

今後の課題

(令和 2年度の課題)

山田城跡重要遺

構確認調査及び公

有地化事業を実施

する。

埋蔵文化財や天然

記念物の村指定支

化財がないため、基

礎情報を収集 し、村

指定候補 を検討及

び村指定文化財 の

増加を図るため、継

続 して実施する。

事業の成果

(令和元年度の成果)

③三町村連携事業 掘 り出さ

れた近世・近代の金武・宜野

座・恩納

見学者 :769人

③土器作り講座

参加者:21人

⑩人々の祈 り展‐うんなの御

嶽と拝所‐

見学者:758人

山田城跡重要遺構確認調査

を実施 し、6ヶ 所の調査を行

つた①次年度か らの公有地化

事業の申請を実施 した。

谷茶区の文化財調査を実施

し、指定候補 となる文化財の

情報収集を実施 した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

③三町村連携事業 掘 り

出された近世 。近代の金

武・宜野座・思納

三市町村合同で展示会

を開催。

③土器作り講座

講師を招聘 し、土器作

り講座を開催。

①人々の祈 り展‐うんなの

御嶽 と拝所‐

村内の御嶽 と拝所に関

する企画展を開催。

山田城跡重要遺構確認

調査を実施 し、6ヶ 所の調

査を行 う。公有地化事業

申請を行 う。

谷茶区のキオクボー ド事

業を実施 し、文化財の情

報収集を実施する。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

整備 に向 けて公有

地化 の実施及び整備

に向けて遺跡 の性格

を把握す るための試

掘確認調査 を実施す

る。

村 内の各集落 にあ

る文化財 の基礎情報

収集を実施 し、村指定

候補を検討 し、村指定

文化財 の増加 を継続

して 目指す①

事業目標及び事業内容

国指定史跡  山 田城

跡 の整備 に向けて取 り

組む。

村 内に所在す る貴重

な文化財 の中か ら村指

定候補を調査、検討 し村

指定文化財 の増加 を図

る。

思納村指定文化財

① 史跡

真栄田の一里塚

事業項目

山田城跡整備事

業(大城)

No8

恩納村文化財指

定業務 (大城 )

Nα9
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② 有形文化財(民俗)

浜1崎御嶽、カンジヤガ
ー.タ ドタイ|ガマト南恩

納の寵

③歴史資料

唐人墓の基禅、思納村の

印都石、国頭都恩納聞切

各村全図及び宇図等

④書跡

徐保光詩文、三支治詩文
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(6) 学校給食センター所管事業

総合判断

①現状の内

容で継続

評価

B

今後の課題

(令和 2年度の課題)

継続 して各学

校と連携 して、食

育年 間計画 を作

成 し食育指導 を

行 う。小学校低学

年の、食育事業の

実施。

事業の成果

(令和元年度の成果)

巡回指導、食育授業、親子

試食会を実施し親子で食に対

す る関心を持つ ことができ

た。

小学校低学年では、栄養素

(赤、黄、緑)や食物に関す

る興味を持つことが出来た。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

食 に関す る年間指導計

画を作成 し各学校への周

知を図 り、副読本活用 し、

食育授業を行つた。各学

校で給食時間を利用 し栄

養指導を行つた。

各学校で親子試食会 を

行つた。

安富祖、仲泊、山田小

学校では小 1年～ 4年生

についても食育事業を実

施 した。

食 育授 業

村内各幼稚園

安富祖小学校

仲泊小学校

山田小学校

(前年度)

村内各幼稚園

安富祖小学校

安富祖中学校

各 1回

6回

6回

6回

各 1回

6回

1回

前年度の課題

(令和元年度の課題)

継続 して各学校で

の給食時間を利用 し

た巡回指導、食育授

業、親子試食会食育講

話を実施 し栄養指導

の充実を図る。

小学校 1年～ 4年

生については村内全

小学校での食育授業

の定着を図る。

事業 目標及び事業内容

児 童 生徒 に食 に対す

る正 しい知識 を身 につ

け させ る と共 に学校 給

食 の重要性 を認 識 させ

る。

【学校給食の目的】

① 適切な栄養の摂取によ

る健康の保持増進をは

かること

② 日常生活における食育

について正 しい理解を

深め、健全な食生活を営

むことができる判断力

を培い、及び望ましい食

習慣を養 うこと

③ 学校生活を豊かにし、明

るい社交性及び協同の

精神を養 うこと

④ 食生活が自然の思恵の

上に成 り立つものであ

ることについての理解

を深め、生命及び自然を

尊重する精神並びに環

境の保全に寄与する態

度を養う

⑤ 食生活が食にかかわる

人々の様々な活動に支

えられていることにつ

いて理解を深め、勤労を

事業項 目

栄養教室の開催

(,ヒ動

Nα l
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村産食材の積極

的な活用(比嘉)

NO.2

事業項 目

安全 な食材 の確保 と

村 内生産者 との連携 に

よる地産地消の推進

重 んず る態 度 を養 う

こと

⑥ 我が国や各地域の優れ

た伝統的な食文化 につ

いての理解 を深 めるこ

と

⑦ 食料の生産、流通及び消

費について、正しい理解

に導くこと

事業 目標及び事業内容

今後 も継続 して安

定的な食材 の確保 の

ため、おんなの駅、農

水 関係者 と連携 を図

る。

前年度の課題

(令和元年度の課迦
~)

年間を通 して、地場産

物を使用 した。

」Aよ り安富祖米 を購

入 し地産地消の推進 を図

つた。 (※ コクノウムシの発

生により3ヶ 月程使用できな

い期間があつた。)

恩納村産のモズク、ア

ーサの使用。

パ ッシ ョンフルーツ生

産者、おんなの駅職員 を

招 い て のふ れ あい給 食

(仲泊校)の実施。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

地場産物 をおんなの駅や農

水 関係者 と連携 を図 り提供す

ることが出来た。

安富祖米年間使用量

4,685 kg(4.7t)

(前年度 :9.10

年間イ吏用量の 41%
(前年度 :86.7%)を 安富祖米で

賄えた。

事業の成果

(令和元年度の成果)

今 後 も継 続 し

て安 定 的 な食 材

の確保のため、お

んなの駅、農水関

係 者 と連携 を図

る。

安 富祖 米 の納

品 回数 、数 量調

整、保管方法の見

直 しを行い、継続

して使 用 して い

く。

今後の課題

(令和 2年度の課題)

B

評価

①況状の内

容で継続

総合判断
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総合判断

①Я状の内

容で継統

①現状の内

容で継続

評価

B

A

今後の課題

(令和 2年度の課題)

今後 も継続 し

て見学実施 にむ

けた行事調整 を

行い、「食」に対

する関心・感謝の

心を育てる。

長 期 未 納 者 ヘ

の納付指導、納入

計 画 の提 案 各 制

度 の説 明 を とお

して 自主納 付 を

促す。

電 話 連 絡 や 督

促 に応 じない方

については、簡易

裁 判 所 か らの支

払督 促 申立 に よ

り滞 納 整 理 を行

う。

上記 の支 払 督

促制度 (民事訴訟

法)を活用 し、学校

給食 の 円滑 な運

営、保護者負担の

公平性、公正性を

確保する。

事業の成果

(令和元年度の成果)

幼稚園児の調理場見学を実

施 し、給食が出来るまでの工

程を理解 し、給食に対する関

心・感謝の心を育てた。

教職員の見学を行い、食器、

食缶等の片づけ方の指導が行

えた。

支払督促 申立

完納 :3件 777,400円納付済

納付相談 :2件

○現年度分徴収率※収入額

(令和2年 5月 31日 現在)

99.11%(Rl)※41,633,■ 5円

※還付分含む(85件 404,380円 )

97.00%(H30)

2.■%増
○過年度分徴収率

36.52%(Rl)※ 1,186,025円

31.76%(H30)

4.76%増

【令和元年度決算】

収入 :42,819,140円 (94.6%)

支出 :51,469,040円

差引 :△ 8,649,900円

(差引額の充当内訳)

村助成 :5,579,500円

第 3子 :3,070,400円

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

村教職員研修会におい

て新任教職員の給食セン

ター見学を実施。

幼稚園との調理場見学

に向けた事前調整 を行

い、実施。小、中学校は

調整ができなかつた。

【見学実施 日】

6/24 山田幼稚園

6/25 安富祖幼稚園

国座振替納付 を推奨す

るため、小学校入学オ リ

エ ンテー シ ョンで 口座振

替依頼書 を配布 し、周知

を行 つた。

滞納者 に対 し、電話督

促や督促状発送等督促機

会 を増や した。

長期未納者 に対 し、名

護簡易裁判所 か らの支払

督促 申立を行 つた。

【支払督促】令和 2年 3月

支払督促申立件数 :12件

(内訳)

・完納 :3件

・分割相談 :2件

・異議申立 :3件

・未送達 :1件

・仮執行宣言付 :3件

前年度の課題

(令和元年度の課題)

今後 も継続 して見

学実施 にむ けた行事

調整 を行い、「食」に

対する関心・感謝の心

を育てる。

現年度分給食費徴収率

の向上。

【長期未納者対応】

総合教育会議において

学校給食費完全無償化の

方針が協議 され、現状の

長期未納者への対応策 と

して法的措置 (支払督促 )

への手続きを検討 し、可

能な範囲で実施 し、無償

化に向けて長期未納者ヘ

の対応を行 う

長期未納者への納付指

導、納入計画の提案各制

度の説明 (準要保護、第

3子免除、児童手当徴収

制度等)

事業 目標及び事業内容

給食調理 の状況 を見

学 させ、その安全性を認

識 させる。

安全 で質 の高 い給食

の提供するため、給食費

の徴収率の向上を図る。

【学校給食費】

(保護者負担)

○学校給食法

第 11条第 2項

(請求権)

○民法第 173条第 3号

※債権を 2年間行使 しない

とき短期消滅時効

(督促手続き)

○民事訴訟法第 382条

事業項 目

給食センター見

学の推進(比嘉)

熾_3

給食費徴収率の

向上(比嘉)

N04
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恩納村第 3子以

降学校給食費免

除 (比嘉)

Nα5

事業項目

出生率 の向上や保護

者 が安心 して子供 を産

み育て ることができる

環境づ く りを促進す る

とともに、保護者の負担

軽減を図るため、第 3子

以降の学校給食 費免 除

を実施する。

事業 目標及び事業内容

制度の周知を徹底

するc過去に未納があ

る保護者に対し、児童

手当からの徴収制度

の利用や、督促機会を

増やし、免除できるよ

う努める。

前年度の課題

(令和元年度の課題)

広報誌、ホームページ

ヘの掲載、児童生徒への

チラシの配布 によ り制度

の周知を行つた。

未 申請者への電話連絡

や、過去に未納がある保

護者 に対 し、児童手当か

らの徴収制度 を利用 し未

納分の徴収 を行い、免除

を実施 した。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

思納村第 3子以降学校給食

費の免除を行い、保護者の負

担軽減を図り、併せて徴収率

の向上に繋がつた。

(対象者)

90名 (前年度 :98名 )

【内訳】

幼稚園児 26名 (34名 )

小学生 63名 (58名 )

中学生  1名 (1名 )

(免除実施数)

82名 (前年度 :86名 )

【内訳】

幼稚園児 26名 (31名 )

′Jヽ学生  55名 (54名 )

中学生  1名 (1名 )

事業の成果

(令和元年度の成果)

制 度 の周 知 を

徹底する。過去に

未 納 が あ る保 護

者に対 し、児童手

当か らの徴 収 制

度の利用や、督促

機会を増や し、過

年 度 滞 納 整 理 を

行 い なが ら免 除

制度を実施する。

次 年 度 よ り幼

稚 園及 び 中学 生

学校 給 食 費 無償

化に伴い、第 3子

以 降学校 給食 費

免除対象は、小学

生 のみ とな るの

で 関連 事 務 を適

切に行 う。

強 制 執 行 手 続

き を要 す るケー

ス が 多数 にな っ

た場合は、会計年

度 任 用職 員 等 の

配置を検討する。

今後の課題

(令和 2年度の課爾

A

評価

①現状の内

容で継続

総合判断
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総合判断

①現状の内

容で継続

①現状の内

容で継続

評価

A

B

今後の課題

(令和 2年度の課題)

幼 稚 園及 び 中

学校 の学校 給食

費 の無 償化 にお

い て は教 育総 合

会 議 で の審 議 の

結果、完全無償化

の方針 が決 定 し

たが、限られた財

源 の 中で の実施

とな り、小学生が

対 象 か ら外 れ た

ため、今後も協議

を継続 し、完全無

償 化 の実施 時期

を決定する。

教育委員会 の

基本方針(案)を 協

議し、村教育総合

会議への提案 を

行 う。

【提案資料作成】

① 委託仕様書(案)

② 見積書(5年 )

③ 他市町村情報収

集

事業の成果

(令和元年度の成果)

学校給食費の段階的無償

(幼 。中)が決定し、村内在住で

村立幼稚園及び中学校へ在籍

し、学校給食を提供している

園児及び生徒の給食費を段階

的に無償化することにより、

保護者の経済的負担を軽減す

ることができた。

将来的な学校給食運営につ

いての方向性 を運営委員等ヘ

の周知を行つた結果、ある程

度の理解が得 られた。

課題克服に向けた取組み

(令和元年度の取組み)

学校給食費完全無償化

又は一部無償化に向けて

条例、運営要綱等の改正

及び保護者等への周知方

法を検討した

【段階的無償化】

・令和 2年度～幼 。中

【周知方法】
。保護者(通知)

・村広報

・マスコミ

恩納村学校給食調理配

送業務等民間委託基本方

針 (案)の作成

○給食調理及び配送業務等民

間委託方針(案 )

・村(学校給食の根幹となる業務)

献立作成、食材調達、食材検収、

調理指示、調理物検査、検食、給

食指導等の食材の安全性、地産地

消の推進、栄養面、食育に関する

項 目は責任 をもつて実施 してい

く。

・民間委託(学校給食の調理等)

調理作業、配缶、搬入、回収、洗

浄、保管、消毒、清掃等

前年度の課題

(令和元年度の課題)

新規事業

新規事業

事業 国標及び事業内容

給食 費 の無償化 を実

施 し、子育て世帯の保護

者へ の経済的負担 を軽

減 し、より子育て しやす

い環境の向上を図る。

学校給食センター職

員の退職に伴い、調理及

び搬入等に本務職員が

不在となるため。

学校給食調理搬入業

務について民間委託を

検討する。

現行の安全管理水準

や学校給食の質を確保

したうえで、民間のノウ

ハウを活用し、効率的運

営を図ることで安定的、

継続的に学校給食業務

を運営することを目的

とする。

事業項 目

学校給食費完全

無償化事業

(石川・比嘉)

Nα6

恩納村学校給食

調理配送業務等

民間委託事業

(石川・比嘉)

Nα7
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4 外部有識者の意見について

教育委員会の内部評価を終えて後、評価の客観性を確探するため、外部評価委員会に諮問して点検評価結果に関する意見を求めました。外部評価委員会の構成

委員及び意見の内容は次のとお りです。

(1)思納村教育委員会の事務事業のJミ検評価外部評価委員会(令和 2年 7月 16日 現在)

(2)意見

当委員会は、教育長の諮問に基づき、令和 2年 7月 16日 (第 1回 )、 8月 13日 (第 2回 )、 8月 20日 (第 3回 )とこ委員会を開催し、諮問された各種事務事業の評価

や課題把握の根拠などについて、課長及び担当者の説明を受けながら評価を行いました。また第 3回事務事業点検外部評価委員会 (8月 20日 )に は、これまでの会

議の経緯の確認と意見の集約を行い、その結果を答申いたしました。

記

①  点検評価報告書について

昨年度に引き続き、教育委員会の事務事業の点検及び評価は、事務事業評価シー トにより事業目標、事業の成果、今後の課題、事務事業の評価について、課長、

及び担当者からの事業評価の説明を行い、事業実績や事業の成果、事業に対する自己評価等が適切であるかを確認しました。また、思納村全体の生涯教育を考え、

学校教育、社会教育関係事業について、生涯教育の視点から事務事業の点検及び評価を行いました。点検評価においては、今年度で 11年目となり、当初からの

点検評価に比べると課題への取組や事業の成果が毎年向上しており、各事業の内容が概ね達成しており、事務事業点検評価報告書においてもヶ点検項目並びに事業

内容、取組み結果、次年度の課題についても、わかり易く丁寧にまとめられ、担当者が熱心に取り組んだことが伺えます。過去に指摘されていた記載内容及び方

法が適切に改善されていました。

事務事業の点検及び評価は、事業の計画、実施、検討を行 う職員自らが事業への意識を高め、事務事業への村民の満足度の向上や期待への道合などを視野に入

れるとともに説明責任への意識を持つことが大変重要であると感 じました。成果の見えにくいといわれる教育行政について、平成 30年度よりPDCAサ イクル

に、R(リ サーチ :情報収集)を付与し、RPDCAで の調査・研究も含めた事業展開ができるよう常に点検や評価を繰 り返すことが重要と考え、更に教育行政ヘ

の村民ニーズを的確に捉えた事業の実施に繁げていけるよう努力を促したい。

この評価結果の活用につきましては、次年度以降の事業の取り組みを具体的に進めやすくするためのものであり、予算や事務改善等の施策を推進するための方

向性を確認するものとして、取り入れていただきたいと思います。

②  事務事業の評価について

令和元年度事業評価においては、事業数 56件の事務事業の内部評価を点検しました。前年度に比べ事業評価数は、昨年度に廃上した事業 1件、新規事業 2件、
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中止事業 1件 となつており、確定事業数は、前年度と同等の件数となつております。取組み内容や事業成果においては、全体的に評価は概ね妥当だと理解 し、

概ね改善されたと理解 しております。また、各事業の実施においては、例年の課題である対象者への事業の効率的な周知のあり方や村民ニーズに合った事業内

容については、概ね改善されており、事業効果及び全事業への参加者が増えるよう対策を講じていただきたい。なお、外部評価をしていく中で、委員から多様

な意見提言がありましたので、主なものを列記します。

学校教育関連所管事業の22事業においては、教育相談事業 (配 4)、 奨学資金貸与事業 (陥 6)、 キャリア教育事業の職場体験学習・職場見学 (NO.7)、 幼稚園教諭

研修会 (No.8)、 幼稚園管理備品・保育振興備品整備事業 (No.9)、 教育振興備品整備事業 (配 11)、 就学支援事業 (配 12)、 特別支援教育支援員配置事業 (配 15)、 対外競

技派遣及び中学校部活動支援事業 (NO.17)、 小中学校施設整備事業 (配 20)、 恩納村立中学校適正規模推進事業 (配22)の 11事業をA評価とし、教育委員会研修事業

(配 1)、 学校評議委員設置事業 (配 2)、 校長会・教頭会 (配 3)、 学校計画訪問(配 5)、 幼稚園教育の推進 (NO.10)、 心の教室相談員設置事業 (配 13)、 教育の情報化コー

ディネーター (配 14)、 英語指導助手派遣事業 (ALT)(NO.16)、 標準学力検査 (知能検査 :hyper― QUテス ト)進路適性検査 (配 18)、 指定研究事業 (配 19)、 学校

施設維持管理事業 (陥21)の 11事業をB評価と判定いたしました。

A評価では、教育相談事業 (No4)、 小中学校施設整備事業 (NO.20)の 2事業の取り組み内容を前年以上に評価 しました。特に教育相談事業は、不登校児童生徒ヘ

の適切な対応や高校進学への意欲の向上が図られたことを高く評価いたします。

B評価の各事業においては、更に充実した事業実施を展開し、A評価を得られるよう努力していただき、令和元年度の学校教育関連所管事業の成果として評価

します。

社会教育関連所管事業の 12事業においては、青少年団体等活動助成事業(4団体)(No,1)、 国際交流派遣事業 (血 2)、 自然生活体験学習 「サバイバルキャンプ」

事業 (陥 3)、 社会教育教室 (う んな大学)(NO.5)、 いきいき女性教室 (配 6)、 地域 リーダー研修 (配 7)、 楽らく子育て教室 (配 8)、 公民館講座 (6講座開設)(配 9)、 人財

育成激励金支給事業 (叱 10)、 各種団体への活動支援 (配 H)を A評価とし、地域 リーダー研修事業 (配7)では、家庭教育講話で 「薬物乱用防止」をテーマに講演会

が開催され、PTA会員等の研修会が充実されたと判定し、A評価としました。

B評価では成人式事業 (配4)と なつており、式典内容及び開催時期等を検討し、参加率の向上が図られるよう次年度に向けて調査・研究を重ね事業展開を行 う

よう意見し、判定しました。

文化情報センター業務 (配 12)は、前年度より来館者は減となったが、貸出人数、貸出冊数及び登録人数は増加傾向にあり、今年度においてもS評価とし、高く

評価いたします。

社会体育関係所管事業の6事業においては、村体育施設維持管理事業 (配6)を A評価とし、施設利用の人数や回数から多くの利用者が活用している状況がうか

がわれ高く評価します。今後も指定管理事業者との連携を図り、自主事業の開催など多くの村民が利用できる事業展開を課題とし判定しました。

B評価の各種社会体育事業の充実でウォーキングフェスタ(配 1-1)、 スポーツ教室 (配 1-2)、 壮年バーレボール (配 1-3)、 壮年ソフトボール (叱 1-4)、 ミニバレー

(No,15)を 1事業として評価 し、スポーツ推進委員の資質向上 (陥 2)、 村体育協会・郡体育協会の活動支援 (配 3)、 村立小中学校体育施設 (プール)の一般開放事業 (配

4),各種団体等県外派遣補助事業 (NO.5)は 全体的に参加者が減少しており、関係機関及び関係課との連携を図り、事業目的に沿つた内容での実施を行えるよう意

見し、判定いたしました。また、ミニバレー (配 1-5)においては、参加申し込みがなく、次年度以降の実施は見込みがないため廃止とされたが、社会体育事業の

主たる目的を達成するため新たな事業を検討し、充実した社会体育事業の展開に期待をします

学力向上推進委員会事業の 1事業においては、全 9事業を 1事業としてA評価とし、各事業とも学力向上の基礎になる事業と理解しており、今後もより充実し

た事業として実施 し、学力向上に効果のある事業内容の改善及び新たな事業展開を期待します。また、諸検定料支援事業 (配 1-6)では、合格率が低いため、受験

に対する意識付けを強化し、引き続き学力向上の推進を図つていただきたい。更には、これまで高校受験対策の一環としていた未来塾 (陥 17)に おいては、中学
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校統合を機会に、学力向上を目的に全学年での開催を検討し、中学校における学力向上に期待します。

博物館所管事業の8事業においては、博物館運営 (NO,1)、 企画展 。展示会 (配 2)、 博物館講座 (配 3)、 地域伝統芸能等保存事業 (陥 6)、 文化財普及事業 (血7)でA
評価とし、サンセットコンサー ト(配4)は、新型コロナウイルス感染症対策で中止とし、恩納村博物館紀要 (第 m号)の刊行 (配 5)、 山田城跡整備事業 (配8)を B評

価とし、恩納村文化財指定業務 (聴9)は C評価としました。

A評価では、博物館運営 (配 1)、 企画展・展示会 (配2)及び博物館講座 (NO,3)に おいて、令和 3年 5月 の開館 20周年に向けて常設第 2展示室のリニューアルに向

けての計画を策定し、今後の博物館運営の可能性に期待をし、評価をしました。企画展・展示会 (陥2)及び博物館講座 (陥3)では、様々な展示会や外部団体との協

力事業の充実がうかがえ、各種講座では「葉っぱがおもちゃに変身 !～植物でおもちゃを作つてみよう～」「葉脈標本を作ろう !」 「バーキ作り」など充実した各

種講座が開催され、高く評価します。

B評価では、恩納村博物館紀要 (第 11号)の刊行 (配5)や山田城跡整備事業 (陥8)を積極的に推進し、今後の文化財関連事業において課題解消に向けた取り組み

を期待し、日に見えた形で成果がでるようB評価とします。

C評価では、恩納村文化財指定業務は、村内より基礎情報を収集し、村指定文化財の発掘作業の充実を図るよう意見とします。

学校給食センター所管事業の 7事業においては、給食費徴収率の向上、恩納村第 3子以降学校給食費免除事業、学校給食費完全無償化事業 (新規)はA評価とし、

栄養教室の開催、村産食材の積極的な活用、給食センター見学の推進、思納村学校給食調理配送業務等民間委託事業 (新規)は、B評価としました。

A評価の給食費徴収率の向上においては、支払督促制度 (民事訴訟法)を活用し、支払督促手続きを行つた結果、長期滞納者の納付状況が好転した内容をA評価

とし、思納村第 3子以降学校給食費免除事業においても、対象園児児童生徒の保護者からの申請率が高く、概ね目的が達成されていると理解し、A評価としまし

た。又、新規事業の学校給食費完全無償化事業は、幼稚園及び中学校の無償化事業を次年度から実施することが決定され、小学校の無償化は、継続 して実施時期

を決定し、子育て支援の充実を図るよう意見とします。

B評価の栄養教室の開催、村産食材の積極的な活用、給食センターの見学の推進においては、小学校低学年での食育教室、村産食材の拡充、給食センターの見

学を積極的に行い、子どもたちへの栄養教育の充実を図るよう意見とします。

その他の事業について、審査の過程で多種多様な指摘や提言がありましたがその全てを列記することは省略し、資料として会議録を添付いたしますので今後の

事業展開の参考に供していただければ幸いに存じます。

③  まとめ

この事務事業の点検評価は、前年度に実施した事業について、既に現年度の事業が進んでいる時点で行われなければならないシステムであるため、外部評価委

員の意見が即効性をもつて反映されるように、現年度事業の実施途中で中間的評価点検を取り入れ、実効性のある点検及び評価を行い、実施中の事業に反映され

ることが望ましいと考えます。又、事務事業の点検及び評価をすることにより、成果を確認するとともに、課題解決を要する事業については、その課題解決を事

業目標に掲げ目標達成に向けて努力をしていく、この繰 り返しをしていくことが低評価の事業を継続していくことを防ぎ、効率的な事業推進につながります。そ

の結果が久年度以降の教育目標や事業執行、予算等に反映されるとともに、事務事業の改善等に活用されるよう職員が点検評価の趣旨を充分に理解し、村民ニー

ズに合った高い事業目標を調査及び研究し、常に受益者たる村民の目線で担当する事業を進めていけば、より効果的な事業展開が行われ、本村の更なる教育振興

につながります。

令和 2年度教育委員会主催の各種事業においては、新型コロナ感染症対策に伴い、ほとんどの事業が中止が想定され、次年度に向けての事務事業の検証及び改

善等を検討し、今後なお一層のご活躍をご期待申し上げ外部評価委員会の答申と致します。
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④  結びに

教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとも

に、公表しなければならないとのことから今後ともなお一層村民によりわかり易い内容になるよう検討を進めながらその内容の充実に努めていきたいと考えて

おります。

事務事業の点検及び評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条の規定に基づき、教育委員会が教育に関する事務事業の管理及び執行状況を点

検及び評価することにより、その成果や課題を確認することで、今後の事務事業の改善に反映させるとともに、具体的、効果的な教育行政の推進を図ることを目

的としています。

今回の点検評価で明らかになった課題については、次回の点検評価でその取組みの経緯と結果がわかるよう報告していきたいと思います。また外部評価委員会

の意見を謙虚に受け止め、事務事業の改善や効果的な実施と内容の充実に努めてまいります。今後とも更なるご理解とご協力を賜 りますようお願いいたします。

令不日2年 9月

恩納村教育委員会
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